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論　　文
明治零年代後半における洋行官僚に関する一考察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　柏　原　宏　紀　
1 ．はじめに
　明治 6 年（1873）9 月岩倉使節団が正式に帰朝した。途中で方針を変更して進めようとし
た条約改正の本交渉は断念せざるを得なかったが 1）、使節団の目的は外交だけではなかった。
すなわち、西洋文物の調査というもう一つの大きな目的があり、各省から派遣された理事官
らが着実に進めて、その成果を日本に持ち帰っていた 2）。新政府が西洋諸国に並び立つこと
を目指していた以上、西洋諸国をモデルとして実地で学ぶことは当然のことであり、使節団
の目的はこのような方向性をよく示すものでもあった。
　五カ条の御誓文以来、新政府はこのような方針に沿って諸政策を展開し、分野により違い
はあるが、多かれ少なかれ西洋を念頭に置いた近代化が進められてきた 3）。そのことが、日
本の速やかな近代化の達成に少なからず関係しているとも言えるだろう。しかし、このよう
1 ） 坂野潤治「明治政権の確立」（井上光貞ほか編『日本歴史大系普及版 13　明治国家の成立』山川出版社、
1996 年）、57 ～ 63 ページ。
2 ） 大久保利謙「岩倉使節派遣の研究」（同『明治国家の形成　大久保利謙歴史著作集2』吉川弘文館、1986年）、
参照。
3 ） 拙稿「開明派官僚の登場と展開」（明治維新史学会編『維新政権の創設』講座明治維新第 3 巻、有志舎、
2011 年）、参照。
要　　旨
　本論文は、日本の近代化が速やかに達成された理由を探るべく、明治初年の洋行官僚について
検討したものである。具体的には、明治零年代後半に時期を限定し、政府内各組織における洋行
官僚を抽出して表として掲げ、それらを集計して、人数や割合の変化について考察した。結果と
して、当該期に洋行官僚は政府で高い価値を帯び、政府内に占める彼らの割合が、全体としても
各組織単位でも増加していたことが判明し、西洋を念頭に置いた近代化政策を進める人材が確保
されていたことが明らかになった。
キーワード：西洋化；近代化；洋行官僚；留学経験官僚；官僚制
経済学文献季報分類番号：01-12；04-20
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に一般化して述べられる、近代化政策の推進はなぜ可能であったのだろうか。例えば、方向
性は確認できてもそれを実施する人材が揃わなければ、現実としては政策推進が難しい。し
かも当時の官僚はまだ試験採用でもなかったから、必ずしもそのような人材が確保できてい
たかは自明でない。本稿は、洋行経験のある官僚（以下、洋行官僚）に注目しながら、この
問題に関する基礎的な検討を目指すものである。
　かかる検討は、日本の近代化を考える上で必要な材料を提供するだけでなく、形成途上の
官僚制の実態解明に資する部分もあろう 4）。従って、これまでも留学生を中心に洋行経験者
についての研究がしばしば進められてきたし 5）、各省におけるそのような人材に関わる考察
も重ねられてきた 6）。筆者も、明治初年段階での西洋化政策の担い手たる「開明派官僚」に
ついて検討を加え、洋行経験者、洋学学習者、外交組織出身者などで構成される「開明派官
僚」が少ないながらも維新当初から局所的に存在し、明治 4 年夏以降に各組織に広がり、わ
ざわざ名称で区別する必要がなくなって、各省の「官僚」になったことを指摘し 7）、また明
治 3 年から 5 年までの政府内における洋行官僚の実態についても明らかにしてきた 8）。その
意味では、本稿は「開明派官僚」の中核となった洋行官僚が、それ以降どのように展開して
いるのかを、明治零年代後半を中心に検証するものでもある。
　具体的には、まず明治初年における洋行官僚について、彼らをめぐる環境も含めて概観し、
続けて零年代後半の政府各組織における洋行官僚を 1 年毎に抽出して、その動向を明らかに
し、最後に数値や割合の変化を確認しながら、そのデータについて考察していきたい。
2 ．明治初年の洋行官僚
　新政府発足直後から、既に政府内には洋行官僚が存在していた。幕末において少ないなが
らも幕臣や諸藩士が洋行していたからである。彼らは、幕府の使節団に加わって欧米を視察
4 ） 明治初年の官僚制については、清水唯一朗『近代日本の官僚』（中央公論新社、2013 年）、鈴木淳「官
僚制と軍隊」（大津透ほか編『岩波講座日本歴史 15　近代 1』岩波書店、2014 年）などが、最近の研究
水準を示すものである。
5 ） 例えば、石附実『近代日本の海外留学史』（中央公論社、1992 年）、渡辺実『近代日本海外留学生史』上（講
談社、1977 年）、犬塚孝明『明治維新対外関係史研究』（吉川弘文館、1987 年）、青山英幸「留学生と
岩倉使節団」（田中彰ほか編『「米欧回覧実記」の学際的研究』北海道図書刊行会、1993 年）などが挙
げられる。
6 ） 例えば、井上琢智「幕末・明治初期のイギリス留学生と大蔵省」（『黎明期日本の経済思想』日本評論社、
2006 年）、中村尚史『日本鉄道業の形成』（日本経済評論社、1998 年）、拙著『工部省の研究』（慶應義
塾大学出版会、2009 年）。
7 ） 前掲「開明派官僚の登場と展開」、参照。
8 ） 前掲『工部省の研究』第 8 章、参照。
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7 ） 前掲「開明派官僚の登場と展開」、参照。
8 ） 前掲『工部省の研究』第 8 章、参照。
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したり、幕府や藩が派遣する留学生となって、西洋で知識や技術を学んだりしていた 9）。
　その内、井上馨や伊藤博文、岩下方平や寺島宗則など薩長出身者がいち早く官員となって
いた 10）。それに続いて、鮫島尚信、森有礼、井上勝、山尾庸三ら幕末から複数年留学して帰
国したばかりの薩長出身者と共に、馬渡俊邁、花房義質などの他藩出身洋行者、さらには西
周、田辺太一ら幕府の洋行経験者も新政府に採用されていき、洋行官僚はその数を増やして
いったが、各省の奏任官以上の人数としては、明治 3 年（1870）閏 10 月段階で 30 名くらい
であり、全体の 1 割を超える程度であった。その後も、政府の組織が整備されて官僚数全体
が増加していく中で、分野によって差があるものの、洋行官僚数も増えていった。前述した
通り、このような洋行官僚が「開明派官僚」の中核を占め、西洋化政策に着手していたので
あった。
　勿論、幕末以降、明治になってからも一定の洋行者がいなければ、いくらこのような人材
の需要があっても、供給ができない。実際には、明治 4 年 6 月の廃藩置県まで存続していた
藩も留学生を西洋諸国に派遣していた。本稿で取り上げる洋行官僚としてはほとんど名前が
出てこないが、薩摩・長州・土佐・加賀藩などが留学生を派遣していた。何より新政府にお
いては各省が視察や留学を目的として複数の官員を洋行させていたのであった。
　特にその大規模なものとして上述した岩倉使節団が挙げられる。同使節団は西洋文物の視
察も目的とし、各省官員が理事官以下、多数同行していたのであった。しかも 50 名近くの
留学生も随行していたから、極めて大規模な洋行集団であった。加えて、左院も遅れて明治
5 年 1 月にヨーロッパに視察団を派遣し、司法省も追加で同年 9 月に官員を派遣していたか
ら 11）、その人数はさらに多くなった。各省理事官たちは調査を終えて一足先に帰国すること
も少なくなかったが、使節団の正式帰朝は明治 6 年 9 月であり、この段階までに政府幹部に
おける洋行経験者数が一定数増加することになったことは間違いない。
　その後、明治 6 年 12 月には政府派遣の留学生を管轄する文部省が中心となって、留学生
政策の見直しを実施した。すなわち、成果が挙がらず、悪い評判を呼んでいる留学生の情報
が日本にもたらされるようになったこともあり、一度すべての留学生を日本に呼び戻す方針
が決定された 12）。結果として、明治 7 年頃に多くが帰国し、彼らの一部は官僚となったので、
9 ） 註 5 の諸文献、参照。
10） 明治初年の政府人事については、国立公文書館所蔵「官職通鑑」、修史局編『百官履歴』上・下（日本
史籍協会、1927 ～ 1928 年）、参照。また本稿では、洋行官僚の洋行・留学経験については、手塚晃編
『幕末明治海外渡航者総覧』（柏書房、1992 年）、富田仁編『海を越えた日本人名事典』新訂増補版（日
外アソシエーツ、2005 年）などを参照した。
11） 松尾正人「明治初年における左院視察団」（『国際政治』81、1986 年）、藤田正「明治五年の司法省視察
団」（『史叢』37、1986 年）。
12） 前掲『近代日本の海外留学史』第 8 章、参照。
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留学経験官僚も増えていくことになった。
3 ．明治零年代後半における洋行官僚
　本章では、明治 6 年から 10 年までの明治政府内における洋行経験者を抽出し、各年でそ
れぞれ表にまとめて提示しながら、その動向について簡単な説明を加え、次章で行うこのデー
タについての考察の前提とする。
　具体的方法としては、まずその対象について、明治政府の内、正院（太政官）、元老院、
各省使（省内各寮・各局含む）という、政府の政策形成・決定過程に大きく関わる組織に所
属する勅奏任官に限定した。現場に近い、或いは行政から離れるなどの理由から、軍部や警
察、検察、裁判官、地方官、各学校教師、修史部門などは除くこととした。
　そして、国立公文書館所蔵の「官員録」や「任解日録」、国会図書館所蔵の『職員録』な
どを用いて、各年の 10、11 月頃における上記に限定した官員リストを作成して 13）、対象とす
る人名を明確化した。その上で洋行経験者について、『海を越えた日本人名辞典』、『幕末明
治海外渡航者総覧』などによって特定し 14）、抽出することとした。その際、洋行経験者を灰
色で色塗りし、さらに留学した洋行経験者と、視察・調査など留学以外の洋行経験者を区別
すべく、前者を斜体表記で明示し、表 1 ～ 5 として掲げた。なお、洋行中の者については、
初めて洋行して集計時点で海外に滞在したままである場合は、原則として洋行経験者とは扱
わず（帰国時期と集計時点の前後が不明確な場合など洋行経験者として扱った例が若干含ま
れる）、一度洋行して帰国し、再洋行で海外滞在中の場合は洋行経験者として扱った。
　まず、明治 6 年 11 月段階における洋行官僚をまとめたものが表 1 である。明治 5 年 12 月
段階と比較すれば 15）、数値については次章で確認するが、色付部分の広がりを見るだけでも
全体として洋行官僚数が増えていることが明らかになる。確かに、外務省の山口尚芳、何礼
之、渡辺洪基、大蔵省の田中光顕、池田寛治、文部省の田中不二麿、中嶋永元、工部省の大
島高任、宮内省の香川敬三、東久世通禧など、多数の岩倉使節団随行者が省に戻ってきてお
り、左院の西岡逾明、高崎正風、司法省の河野敏鎌、岸良兼養など、岩倉使節団より少し遅
れて派遣された視察団も順次帰国して各組織に戻っていた。また、大蔵省の大野直輔、大野
規周、文部省の市川文吉など、留学経験者も奏任官に任じられていった。
　次に明治 7 年 11 月段階における洋行官僚を示したものが表 2 である。それほど大きな変
化ではないが、洋行官僚数は少しずつ増えている。特に左院の尾崎三良、村田保、内務省の
13） 明治 3 年から 5 年までの洋行官僚データと揃えるために、当該年の 10 月から 12 月のデータにした。
14） 註 10、参照。
15） 明治 5 年 12 月段階の洋行経験者リストは、前掲『工部省の研究』288 ～ 292 ページ、参照。　
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すべく、前者を斜体表記で明示し、表 1 ～ 5 として掲げた。なお、洋行中の者については、
初めて洋行して集計時点で海外に滞在したままである場合は、原則として洋行経験者とは扱
わず（帰国時期と集計時点の前後が不明確な場合など洋行経験者として扱った例が若干含ま
れる）、一度洋行して帰国し、再洋行で海外滞在中の場合は洋行経験者として扱った。
　まず、明治 6 年 11 月段階における洋行官僚をまとめたものが表 1 である。明治 5 年 12 月
段階と比較すれば 15）、数値については次章で確認するが、色付部分の広がりを見るだけでも
全体として洋行官僚数が増えていることが明らかになる。確かに、外務省の山口尚芳、何礼
之、渡辺洪基、大蔵省の田中光顕、池田寛治、文部省の田中不二麿、中嶋永元、工部省の大
島高任、宮内省の香川敬三、東久世通禧など、多数の岩倉使節団随行者が省に戻ってきてお
り、左院の西岡逾明、高崎正風、司法省の河野敏鎌、岸良兼養など、岩倉使節団より少し遅
れて派遣された視察団も順次帰国して各組織に戻っていた。また、大蔵省の大野直輔、大野
規周、文部省の市川文吉など、留学経験者も奏任官に任じられていった。
　次に明治 7 年 11 月段階における洋行官僚を示したものが表 2 である。それほど大きな変
化ではないが、洋行官僚数は少しずつ増えている。特に左院の尾崎三良、村田保、内務省の
13） 明治 3 年から 5 年までの洋行官僚データと揃えるために、当該年の 10 月から 12 月のデータにした。
14） 註 10、参照。
15） 明治 5 年 12 月段階の洋行経験者リストは、前掲『工部省の研究』288 ～ 292 ページ、参照。　
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明治零年代後半における洋行官僚に関する一考察（柏原）
表
1
　
明
治
6
年
11
月
表
１
（明
治
6年
11
月
）
正
院
左
院
外
務
省
 
大
蔵
省
文
部
省
教
部
省
工
部
省
司
法
省
開
拓
使
大
内
史
土
方
久
元
議
長
卿
寺
島
宗
則
卿
大
隈
重
信
租
税
六
等
森
清
蔵
卿
卿
卿
伊
藤
博
文
卿
大
木
喬
任
長
官
権
大
内
史
箕
作
麟
祥
副
議
長
伊
地
知
正
治
大
輔
大
輔
租
税
七
等
渋
沢
喜
作
大
輔
大
輔
宍
戸
璣
大
輔
山
尾
庸
三
大
輔
福
岡
孝
弟
次
官
黒
田
清
隆
権
大
内
史
杉
浦
譲
二
等
議
官
西
岡
逾
明
少
輔
山
口
尚
芳
少
輔
吉
田
清
成
租
税
七
等
長
岡
義
之
少
輔
少
輔
黒
田
清
綱
少
輔
少
輔
 
五
等
出
仕
山
内
提
雲
権
大
内
史
小
松
彰
二
等
議
官
細
川
潤
次
郎
少
輔
上
野
景
範
大
丞
渡
辺
清
租
税
七
等
立
田
彰
信
大
丞
長
炗
大
丞
三
島
通
庸
大
丞
平
岡
通
義
五
等
出
仕
大
鳥
圭
助
権
大
内
史
熊
谷
武
五
郎
二
等
議
官
高
崎
五
六
大
丞
花
房
義
質
大
丞
岡
本
健
三
郎
租
税
七
等
笠
貞
継
大
丞
野
村
素
介
七
等
出
仕
鈴
木
魯
大
丞
吉
井
正
澄
大
丞
河
野
敏
鎌
五
等
出
仕
西
村
貞
陽
少
内
史
巖
谷
修
二
等
議
官
松
岡
時
敏
大
丞
宮
本
小
一
大
丞
林
友
幸
租
税
七
等
横
山
貞
秀
少
丞
西
潟
訥
七
等
出
仕
土
持
綱
幸
少
丞
大
野
誠
少
丞
丹
羽
賢
六
等
出
仕
北
垣
国
道
少
内
史
日
下
部
東
作
二
等
議
官
伊
丹
重
賢
少
丞
田
辺
太
一
少
丞
大
鳥
圭
助
租
税
七
等
星
亨
少
督
学
柳
本
直
太
郎
少
丞
竹
田
春
風
大
丞
渡
辺
驥
六
等
出
仕
荒
井
郁
之
助
少
内
史
塚
本
明
毅
三
等
議
官
大
給
恒
少
丞
子
安
峻
少
丞
吉
田
次
郎
租
税
七
等
川
元
宣
長
三
等
出
仕
田
中
不
二
麿
六
等
出
仕
竹
内
正
義
少
丞
岸
良
兼
養
七
等
出
仕
馬
島
春
庭
大
外
史
中
村
弘
毅
三
等
議
官
高
崎
正
風
少
丞
鄭
永
寧
三
等
出
仕
陸
奥
宗
光
租
税
七
等
市
川
正
寧
四
等
出
仕
町
田
久
成
六
等
出
仕
宇
都
宮
三
郎
少
丞
得
能
良
介
七
等
出
仕
調
所
広
丈
権
大
外
史
武
井
守
正
三
等
議
官
永
井
尚
志
少
丞
石
橋
政
方
四
等
出
仕
郷
純
造
出
納
頭
馬
渡
俊
邁
四
等
出
仕
相
良
弘
庵
六
等
出
仕
福
原
恭
輔
三
等
出
仕
樺
山
資
綱
七
等
出
仕
安
田
定
則
権
少
外
史
野
口
常
共
三
等
議
官
宮
島
誠
一
郎
少
丞
平
井
希
昌
三
等
出
仕
前
島
密
出
納
助
林
信
立
五
等
出
仕
司
馬
盈
之
六
等
出
仕
石
田
英
吉
三
等
出
仕
島
本
仲
道
七
等
出
仕
内
海
利
貞
権
少
外
史
井
上
瑞
枝
三
等
議
官
生
田
精
四
等
出
仕
塩
田
三
郎
五
等
出
仕
北
代
正
臣
出
納
七
等
能
勢
久
成
五
等
出
仕
長
与
専
斎
六
等
出
仕
戸
田
亀
之
助
三
等
出
仕
楠
田
英
世
七
等
出
仕
金
井
信
之
権
少
外
史
久
米
邦
武
四
等
議
官
丸
岡
莞
爾
五
等
出
仕
中
山
信
彬
六
等
出
仕
岩
橋
轍
輔
統
計
七
等
奥
村
尚
柔
五
等
出
仕
辻
新
次
七
等
出
仕
土
山
盛
有
五
等
出
仕
中
島
錫
胤
七
等
出
仕
新
宮
拙
蔵
三
等
出
仕
楠
田
英
世
四
等
議
官
中
井
弘
六
等
出
仕
何
礼
之
六
等
出
仕
坂
田
伯
孝
統
計
七
等
河
北
俊
弼
五
等
出
仕
中
嶋
永
元
七
等
出
仕
田
代
苗
臣
六
等
出
仕
早
川
勇
七
等
出
仕
時
任
為
基
四
等
出
仕
町
田
久
成
四
等
議
官
藤
沢
次
謙
六
等
出
仕
大
原
重
実
六
等
出
仕
竹
内
綱
駅
逓
頭
前
島
密
五
等
出
仕
畠
山
義
成
七
等
出
仕
塩
田
真
六
等
出
仕
池
田
弥
一
七
等
出
仕
折
田
平
内
四
等
出
仕
細
川
潤
次
郎
四
等
議
官
本
田
親
雄
六
等
出
仕
伊
地
知
貞
馨
七
等
出
仕
深
沢
勝
興
駅
逓
権
助
山
内
頼
富
六
等
出
仕
入
江
文
郎
七
等
出
仕
加
藤
斌
七
等
出
仕
名
邨
泰
蔵
大
判
官
松
本
直
温
五
等
出
仕
長
松
幹
四
等
議
官
海
江
田
信
義
六
等
出
仕
桜
田
親
義
七
等
出
仕
三
守
柳
圃
戸
籍
頭
田
中
光
顕
六
等
出
仕
田
中
弘
義
七
等
出
仕
伊
藤
慎
蔵
七
等
出
仕
沼
間
守
一
中
判
官
杉
浦
誠
五
等
出
仕
川
本
清
一
四
等
議
官
三
浦
安
六
等
出
仕
野
村
靖
七
等
出
仕
川
路
寛
堂
戸
籍
権
頭
郷
純
造
六
等
出
仕
長
谷
川
泰
工
学
助
林
董
七
等
出
仕
海
老
原
穆
中
判
官
榎
本
武
揚
五
等
出
仕
鈴
木
唯
一
五
等
議
官
北
沢
正
誠
六
等
出
仕
林
有
造
戸
籍
七
等
松
岡
重
美
六
等
出
仕
坪
井
為
春
工
学
権
助
河
野
通
信
七
等
出
仕
芳
野
親
義
少
判
官
長
谷
部
卓
爾
五
等
出
仕
栗
本
貞
二
郎
五
等
議
官
新
田
義
雄
六
等
出
仕
柴
田
昌
吉
造
幣
権
頭
 
遠
藤
謹
助
戸
籍
七
等
齋
藤
次
郎
太
六
等
出
仕
河
津
祐
之
工
学
助
村
田
文
夫
明
法
頭
楠
田
英
世
幹
事
堀
基
五
等
出
仕
畠
山
義
成
五
等
議
官
鈴
木
貫
一
七
等
出
仕
瀬
脇
光
壽
造
幣
権
助
久
世
喜
弘
検
査
頭
安
藤
就
高
六
等
出
仕
田
中
芳
男
工
学
七
等
赤
司
欽
一
明
法
助
鶴
田
皓
幹
事
大
山
重
五
等
出
仕
作
間
一
介
五
等
議
官
横
山
由
清
七
等
出
仕
森
山
茂
造
幣
助
谷
敬
三
検
査
助
小
森
安
治
六
等
出
仕
杉
山
孝
敏
工
学
七
等
真
鍋
知
足
権
大
法
官
鷲
津
宣
光
幹
事
田
中
綱
紀
六
等
出
仕
堀
越
愛
国
五
等
議
官
増
田
長
恭
七
等
出
仕
広
津
弘
信
造
幣
権
助
山
口
忠
良
検
査
権
助
杉
山
一
成
六
等
出
仕
肥
田
昭
作
鉱
山
頭
吉
井
亨
大
法
官
水
本
成
美
権
幹
事
山
田
致
人
六
等
出
仕
川
北
長
顒
五
等
議
官
中
金
正
衡
七
等
出
仕
厚
東
樹
臣
造
幣
四
等
長
谷
川
方
省
検
査
七
等
坂
部
長
照
六
等
出
仕
三
宅
秀
鉱
山
助
大
島
高
任
中
法
官
小
原
重
哉
六
等
出
仕
大
島
貞
益
五
等
議
官
浅
井
晴
文
弁
理
公
使
鮫
島
尚
信
造
幣
六
等
三
島
為
嗣
検
査
七
等
大
竹
良
平
六
等
出
仕
植
村
長
鉱
山
助
朝
倉
盛
明
中
法
官
荒
木
博
臣
六
等
出
仕
関
沢
明
清
五
等
議
官
安
川
繁
成
弁
理
公
使
佐
野
常
民
造
幣
六
等
長
谷
川
為
治
土
木
頭
小
野
義
真
六
等
出
仕
田
中
義
廉
勧
工
助
香
川
真
一
鉱
山
助
中
島
佐
衡
宮
内
省
六
等
出
仕
山
高
信
離
五
等
議
官
馬
屋
原
彰
弁
理
公
使
河
瀬
真
孝
造
幣
七
等
丘
秀
興
土
木
助
高
石
和
道
六
等
出
仕
島
邨
鼎
勧
工
権
助
石
黒
寛
二
鉱
山
権
助
一
条
基
緒
卿
徳
大
寺
実
則
権
大
侍
医
林
洞
海
六
等
出
仕
牟
田
口
通
照
二
等
書
記
官
重
野
安
繹
代
理
公
使
森
有
礼
造
幣
七
等
羽
太
紀
克
土
木
助
石
井
省
一
郎
六
等
出
仕
石
井
信
義
勧
工
七
等
佐
々
木
長
淳
鉱
山
権
助
伊
東
保
義
大
輔
万
里
小
路
博
房
権
大
侍
医
竹
内
正
信
六
等
出
仕
井
上
廉
三
等
書
記
官
細
川
広
世
代
理
公
使
柳
原
前
光
造
幣
七
等
加
藤
延
治
土
木
助
今
井
兼
利
六
等
出
仕
桐
原
真
節
電
信
頭
石
丸
安
世
鉱
山
七
等
津
田
弘
道
少
輔
吉
井
友
実
少
侍
医
船
曳
清
脩
六
等
出
仕
谷
森
真
男
総
領
事
井
田
譲
造
幣
七
等
矢
島
庸
保
土
木
権
助
羽
田
謹
六
等
出
仕
足
立
寛
電
信
権
頭
石
井
忠
亮
鉱
山
七
等
長
野
桂
次
郎
三
等
出
仕
福
羽
美
静
少
侍
医
相
良
安
定
七
等
出
仕
谷
森
善
信
総
領
事
中
山
譲
治
造
幣
七
等
青
木
光
仲
土
木
権
助
平
岡
熈
一
六
等
出
仕
伴
正
順
電
信
助
福
田
重
固
鉄
道
権
頭
太
田
資
政
四
等
出
仕
加
藤
弘
之
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
七
等
出
仕
阿
部
泰
蔵
二
等
書
記
官
何
礼
之
領
事
品
川
忠
道
造
幣
七
等
阪
倉
郁
蔵
土
木
五
等
中
村
孝
禧
七
等
出
仕
三
崎
嘯
電
信
七
等
奥
村
基
晴
鉄
道
助
佐
藤
政
養
大
丞
杉
孫
七
郎
侍
従
長
東
久
世
通
禧
七
等
出
仕
林
正
明
二
等
書
記
官
矢
野
次
郎
副
領
事
林
道
三
郎
造
幣
七
等
森
信
一
土
木
七
等
福
岡
元
利
七
等
出
仕
木
村
正
辞
電
信
七
等
松
村
文
亮
鉄
道
助
河
口
淳
少
丞
児
玉
愛
次
郎
侍
従
番
長
高
島
鞆
之
七
等
出
仕
三
田
葆
光
二
等
書
記
官
渡
辺
洪
基
副
領
事
冨
田
銕
之
助
造
幣
七
等
大
野
直
輔
土
木
七
等
小
野
修
一
郎
七
等
出
仕
奥
山
政
敬
灯
台
頭
佐
藤
与
三
鉄
道
助
下
村
盛
俊
少
丞
香
川
敬
三
侍
従
堀
河
康
隆
七
等
出
仕
横
田
香
苗
二
等
書
記
官
中
村
博
愛
一
等
書
記
官
本
野
盛
亨
造
幣
七
等
大
野
規
周
記
録
権
頭
立
嘉
度
七
等
出
仕
坂
井
直
常
灯
台
権
頭
原
隆
義
鉄
道
権
助
佐
畑
信
之
少
丞
堤
正
誼
侍
従
富
小
路
敬
直
七
等
出
仕
山
田
時
章
三
等
書
記
官
岡
田
好
樹
一
等
書
記
官
田
辺
太
一
租
税
頭
陸
奥
宗
光
記
録
助
伊
東
武
重
七
等
出
仕
九
鬼
隆
一
灯
台
権
助
西
牟
田
玄
才
鉄
道
権
助
田
尻
義
隆
少
丞
山
岡
鉄
太
郎
侍
従
番
長
米
田
虎
雄
七
等
出
仕
薗
鑑
三
等
書
記
官
鈴
木
金
蔵
一
等
書
記
官
吉
原
重
俊
租
税
権
頭
松
方
正
義
記
録
七
等
池
田
寛
治
七
等
出
仕
永
松
東
海
灯
台
権
助
長
谷
川
嘉
道
鉄
道
権
助
花
房
端
連
五
等
出
仕
元
田
永
孚
侍
従
北
条
氏
恭
七
等
出
仕
林
直
庸
三
等
書
記
官
小
松
済
治
一
等
書
記
官
青
木
周
蔵
租
税
権
頭
中
島
信
行
紙
幣
頭
芳
川
顕
正
七
等
出
仕
市
川
盛
三
郎
製
作
頭
平
岡
通
義
鉄
道
七
等
和
田
義
比
七
等
出
仕
八
田
知
紀
侍
従
東
園
基
愛
七
等
出
仕
長
沼
熊
太
郎
三
等
書
記
官
長
田
銈
太
郎
一
等
書
記
官
中
野
健
明
租
税
助
瓜
生
寅
紙
幣
助
青
江
秀
七
等
出
仕
永
田
健
助
製
作
権
助
伊
勢
煥
鉄
道
七
等
伊
東
勅
典
七
等
出
仕
桜
井
純
造
侍
従
綾
小
路
有
良
七
等
出
仕
金
井
之
恭
三
等
書
記
官
志
賀
親
朋
一
等
書
記
官
花
房
義
質
租
税
助
石
渡
貞
夫
紙
幣
七
等
岸
有
憙
七
等
出
仕
小
林
儀
秀
製
作
権
助
岡
部
利
輔
鉄
道
七
等
小
野
友
五
郎
七
等
出
仕
家
村
幸
之
進
侍
従
高
城
重
信
七
等
出
仕
深
江
順
暢
租
税
権
助
若
山
儀
一
紙
幣
七
等
渡
辺
温
七
等
出
仕
高
木
秀
臣
測
量
正
河
野
通
信
鉄
道
七
等
野
田
益
晴
侍
従
片
岡
利
和
七
等
出
仕
須
藤
時
一
郎
租
税
権
助
古
谷
簡
一
紙
幣
七
等
小
林
雄
七
郎
七
等
出
仕
伊
藤
圭
助
（清
民測
量
正
村
田
文
夫
鉄
道
七
等
財
満
実
信
大
侍
医
伊
東
方
成
侍
従
西
四
辻
公
業
七
等
出
仕
長
森
敬
斐
七
等
出
仕
桜
井
能
監
租
税
権
助
桜
井
勉
国
債
権
頭
吉
田
次
郎
七
等
出
仕
前
田
元
温
測
量
七
等
室
田
秀
雄
鉄
道
七
等
安
田
壽
隣
大
侍
医
岩
佐
純
侍
従
太
田
左
門
七
等
出
仕
木
梨
信
一
七
等
出
仕
杉
亨
二
七
等
出
仕
永
松
東
海
少
侍
医
高
階
経
徳
侍
従
山
口
正
定
七
等
出
仕
市
川
文
吉
権
大
侍
医
伊
東
盛
貞
侍
従
高
辻
修
長
※
各
寮
出
仕
は
、
造
幣
寮
六
等
出
仕
を
造
幣
六
等
の
よ
う
に
、
寮
名
官
等
で
略
記
し
た
。
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明
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表
2（
明
治
７
年
11
月
）
正
院
左
院
外
務
省
 
内
務
省
大
蔵
省
文
部
省
工
部
省
司
法
省
宮
内
省
開
拓
使
大
内
史
土
方
久
元
議
長
伊
地
知
正
治
卿
寺
島
宗
則
卿
大
久
保
利
通
勧
業
権
頭
河
瀬
秀
治
卿
大
隈
重
信
租
税
権
助
長
岡
義
之
卿
卿
伊
藤
博
文
卿
大
木
喬
任
卿
徳
大
寺
実
則
長
官
黒
田
清
隆
権
大
内
史
箕
作
麟
祥
副
議
長
佐
々
木
高
行
大
輔
大
輔
勧
業
助
古
谷
簡
一
大
輔
租
税
権
助
立
田
彰
信
大
輔
田
中
不
二
麿
大
輔
山
尾
庸
三
大
輔
山
田
顕
義
大
輔
万
里
小
路
博
房
次
官
権
大
内
史
巖
谷
修
二
等
議
官
西
岡
逾
明
少
輔
山
口
尚
芳
少
輔
勧
業
助
岩
山
敬
義
少
輔
租
税
権
助
横
山
貞
秀
少
輔
少
輔
少
輔
 
少
輔
杉
孫
七
郎
五
等
出
仕
山
内
提
雲
少
内
史
日
下
部
東
作
二
等
議
官
細
川
潤
次
郎
大
丞
花
房
義
質
大
丞
村
田
氏
壽
勧
業
六
等
田
中
芳
男
大
丞
熊
谷
武
五
郎
租
税
権
助
星
亨
大
丞
野
村
素
介
大
丞
吉
井
正
澄
大
丞
青
山
貞
大
丞
香
川
広
安
五
等
出
仕
田
中
綱
紀
少
内
史
塚
本
明
毅
二
等
議
官
高
崎
五
六
大
丞
宮
本
小
一
大
丞
杉
浦
譲
勧
業
七
等
佐
々
木
長
淳
大
丞
郷
純
造
租
税
七
等
市
川
正
寧
大
丞
小
松
彰
大
丞
芳
川
顕
正
少
丞
丹
羽
賢
少
丞
児
玉
之
修
五
等
出
仕
荒
井
郁
之
助
権
少
内
史
金
井
之
恭
二
等
議
官
松
岡
時
敏
大
丞
森
有
礼
大
丞
前
島
密
勧
業
七
等
富
田
冬
三
大
丞
得
能
良
介
租
税
七
等
宍
戸
昌
少
丞
九
鬼
隆
一
少
丞
大
野
誠
大
丞
渡
辺
驥
少
丞
堤
正
誼
五
等
出
仕
大
山
重
権
少
内
史
野
口
常
共
二
等
議
官
伊
丹
重
賢
大
丞
塩
田
三
郎
大
丞
河
瀬
秀
治
勧
業
七
等
青
山
純
大
丞
遠
藤
謹
助
租
税
七
等
柳
谷
謙
太
郎
少
丞
畠
山
義
成
少
丞
林
董
少
丞
早
川
勇
少
丞
山
岡
鉄
太
郎
六
等
出
仕
時
任
為
基
大
外
史
中
村
弘
毅
二
等
議
官
岩
村
通
俊
大
丞
宗
重
正
大
丞
林
友
幸
警
保
権
頭
村
田
氏
壽
少
丞
岩
橋
轍
輔
租
税
七
等
小
池
国
武
四
等
出
仕
長
与
専
斎
少
丞
福
原
恭
輔
六
等
出
仕
桜
井
直
養
三
等
出
仕
福
羽
美
静
七
等
出
仕
馬
島
春
庭
権
大
外
史
作
間
一
介
三
等
議
官
大
給
恒
少
丞
子
安
峻
少
丞
新
田
義
雄
警
保
六
等
石
井
邦
猷
三
等
出
仕
松
方
正
義
租
税
七
等
渡
辺
牧
太
五
等
出
仕
辻
新
次
六
等
出
仕
石
田
英
吉
七
等
出
仕
名
邨
泰
蔵
四
等
出
仕
加
藤
弘
之
七
等
出
仕
内
海
利
貞
少
外
史
谷
森
真
男
三
等
議
官
高
崎
正
風
少
丞
石
橋
政
方
少
丞
武
井
守
正
警
保
七
等
西
村
亮
吉
五
等
出
仕
大
江
卓
租
税
七
等
笠
貞
継
五
等
出
仕
中
嶋
永
元
七
等
出
仕
田
代
苗
臣
七
等
出
仕
井
上
毅
五
等
出
仕
元
田
永
七
等
出
仕
金
井
信
之
権
少
外
史
井
上
瑞
枝
三
等
議
官
永
井
尚
志
少
丞
平
井
希
昌
少
丞
松
平
正
直
戸
籍
頭
杉
浦
譲
五
等
出
仕
立
嘉
度
租
税
七
等
林
正
明
六
等
出
仕
入
江
文
郎
七
等
出
仕
原
田
種
成
六
等
出
仕
桜
井
純
造
七
等
出
仕
新
宮
拙
蔵
権
少
外
史
久
米
邦
武
三
等
議
官
宮
島
誠
一
郎
四
等
出
仕
田
辺
太
一
少
丞
北
代
正
臣
戸
籍
権
頭
船
越
衛
五
等
出
仕
関
義
臣
租
税
七
等
阪
井
保
佑
六
等
出
仕
肥
田
昭
作
工
学
権
助
小
林
雄
七
郎
七
等
出
仕
吉
永
成
徳
六
等
出
仕
津
田
信
弘
七
等
出
仕
折
田
平
内
権
少
外
史
横
田
香
苗
三
等
議
官
生
田
精
五
等
出
仕
中
山
信
彬
五
等
出
仕
何
礼
之
戸
籍
権
助
村
上
政
養
六
等
出
仕
土
山
盛
有
出
納
頭
馬
渡
俊
邁
六
等
出
仕
三
宅
秀
工
学
七
等
赤
司
欽
一
七
等
出
仕
藤
田
高
之
七
等
出
仕
八
田
知
紀
七
等
出
仕
八
木
下
信
之
権
少
外
史
山
田
時
章
四
等
議
官
藤
沢
次
謙
五
等
出
仕
野
村
靖
五
等
出
仕
岩
村
高
俊
駅
逓
頭
前
島
密
六
等
出
仕
坂
田
伯
孝
出
納
助
林
信
立
六
等
出
仕
内
村
良
蔵
工
学
七
等
加
藤
斌
七
等
出
仕
古
荘
嘉
門
七
等
出
仕
赤
星
研
三
七
等
出
仕
小
牧
昌
業
権
少
外
史
藤
田
健
四
等
議
官
海
江
田
信
義
六
等
出
仕
大
原
重
実
六
等
出
仕
平
岡
熈
一
駅
逓
権
助
山
内
頼
富
七
等
出
仕
深
沢
勝
興
出
納
助
能
勢
久
成
六
等
出
仕
桐
原
真
節
鉱
山
頭
吉
井
亨
七
等
出
仕
高
木
秀
臣
七
等
出
仕
竹
内
節
七
等
出
仕
柳
田
友
卿
権
少
外
史
牟
田
口
元
学
四
等
議
官
三
浦
安
六
等
出
仕
柴
田
昌
吉
六
等
出
仕
坂
部
長
照
駅
逓
権
助
真
中
忠
直
七
等
出
仕
川
路
寛
堂
出
納
権
助
与
倉
守
人
六
等
出
仕
足
立
寛
鉱
山
助
大
島
高
任
七
等
出
仕
和
田
八
之
進
大
侍
医
伊
東
方
成
大
判
官
松
本
十
郎
四
等
出
仕
町
田
久
成
四
等
議
官
尾
崎
三
良
六
等
出
仕
森
山
茂
六
等
出
仕
山
田
武
甫
駅
逓
七
等
塚
原
周
造
七
等
出
仕
佐
伯
惟
聲
統
計
権
頭
深
江
順
暢
六
等
出
仕
永
松
東
海
鉱
山
助
朝
倉
盛
明
明
法
頭
楠
田
英
世
大
侍
医
岩
佐
純
中
判
官
杉
浦
誠
五
等
出
仕
長
松
幹
四
等
議
官
牟
田
口
通
照
六
等
出
仕
長
田
銈
太
郎
六
等
出
仕
伊
地
知
貞
馨
土
木
頭
林
友
幸
七
等
出
仕
北
村
泰
一
統
計
七
等
河
北
俊
弼
六
等
出
仕
小
林
儀
秀
鉱
山
助
中
島
佐
衡
明
法
権
頭
鶴
田
皓
権
大
侍
医
伊
東
盛
貞
中
判
官
長
谷
部
卓
爾
五
等
出
仕
川
本
清
一
四
等
議
官
井
上
廉
七
等
出
仕
瀬
脇
光
壽
六
等
出
仕
前
山
清
一
郎
土
木
権
頭
石
井
省
一
郎
七
等
出
仕
天
野
仙
輔
統
計
七
等
山
下
正
辰
七
等
出
仕
三
崎
嘯
鉱
山
権
助
一
条
基
緒
大
法
官
水
本
成
美
権
大
侍
医
林
洞
海
少
判
官
堀
基
五
等
出
仕
鈴
木
唯
一
四
等
議
官
横
山
由
清
七
等
出
仕
広
津
弘
信
七
等
出
仕
浅
井
晴
文
土
木
権
助
小
野
修
一
郎
七
等
出
仕
河
鰭
齊
統
計
七
等
小
島
永
貞
七
等
出
仕
奥
山
政
敬
鉱
山
権
助
伊
東
保
義
権
大
法
官
鷲
津
宣
光
権
大
侍
医
竹
内
正
信
少
判
官
西
村
貞
陽
五
等
出
仕
栗
本
貞
二
郎
五
等
議
官
北
沢
正
誠
七
等
出
仕
古
沢
経
範
七
等
出
仕
西
村
亮
吉
土
木
権
助
岩
田
三
蔵
七
等
出
仕
大
谷
靖
検
査
頭
安
藤
就
高
七
等
出
仕
市
川
盛
三
郎
鉱
山
権
助
津
田
弘
道
権
大
法
官
平
賀
義
質
少
侍
医
高
階
経
徳
幹
事
調
所
広
丈
六
等
出
仕
堀
越
愛
国
五
等
議
官
増
田
長
恭
七
等
出
仕
島
田
胤
則
七
等
出
仕
桃
井
宣
三
地
理
頭
杉
浦
譲
七
等
出
仕
川
元
宣
長
検
査
助
南
部
広
矛
七
等
出
仕
永
松
東
海
鉱
山
六
等
狛
林
之
助
中
法
官
荒
木
博
臣
少
侍
医
船
曳
清
脩
幹
事
安
田
定
則
六
等
出
仕
重
野
安
繹
五
等
議
官
中
金
正
衡
特
命
全
権
鮫
島
尚
信
七
等
出
仕
池
田
寛
治
地
理
五
等
桜
井
勉
七
等
出
仕
岩
崎
小
二
郎
検
査
権
助
杉
山
一
成
七
等
出
仕
馬
込
為
助
鉱
山
七
等
長
野
桂
次
郎
中
法
官
小
原
重
哉
少
侍
医
相
良
安
定
六
等
出
仕
川
北
長
顒
五
等
議
官
馬
屋
原
彰
特
命
全
権
榎
本
武
揚
七
等
出
仕
岡
谷
繁
実
地
理
五
等
村
田
文
夫
検
査
五
等
橋
本
安
治
七
等
出
仕
諸
葛
信
澄
鉄
道
頭
井
上
勝
権
中
法
官
長
野
文
炳
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
六
等
出
仕
大
島
貞
益
五
等
議
官
依
田
董
特
命
全
権
河
瀬
真
孝
七
等
出
仕
岡
田
好
樹
地
理
五
等
塚
本
明
毅
造
幣
権
頭
石
丸
安
世
検
査
七
等
大
竹
良
平
七
等
出
仕
萩
原
三
圭
鉄
道
権
頭
太
田
資
政
侍
従
長
東
久
世
通
禧
六
等
出
仕
阿
部
泰
蔵
五
等
議
官
矢
島
直
方
特
命
全
権
柳
原
前
光
七
等
出
仕
林
茂
平
地
理
六
等
室
田
秀
雄
造
幣
権
助
久
世
喜
弘
検
査
七
等
海
老
原
和
一
七
等
出
仕
渡
辺
温
鉄
道
助
佐
藤
政
養
侍
従
堀
河
康
隆
六
等
出
仕
田
中
芳
男
五
等
議
官
長
森
敬
斐
特
命
全
権
青
木
周
蔵
七
等
出
仕
森
醇
地
理
七
等
福
岡
久
造
幣
権
助
大
野
直
輔
記
録
頭
熊
谷
武
五
郎
七
等
出
仕
秋
山
恒
太
郎
鉄
道
助
竹
田
春
風
侍
従
富
小
路
敬
直
六
等
出
仕
関
沢
明
清
五
等
議
官
矢
田
堀
鴻
特
命
全
権
吉
田
清
成
七
等
出
仕
木
梨
精
一
郎
地
理
七
等
宮
島
信
吉
造
幣
四
等
長
谷
川
方
省
記
録
五
等
伊
東
武
重
七
等
出
仕
島
田
泰
夫
鉄
道
助
瓜
生
寅
侍
従
番
長
米
田
虎
雄
六
等
出
仕
山
高
信
離
五
等
議
官
桜
井
能
監
特
命
全
権
上
野
景
範
七
等
出
仕
国
貞
廉
平
地
理
三
等
水
野
行
敏
造
幣
六
等
三
島
為
嗣
記
録
七
等
神
山
聞
五
等
教
授
市
川
盛
三
郎
鉄
道
権
助
佐
畑
信
之
侍
従
北
条
氏
恭
六
等
出
仕
杉
亨
二
五
等
議
官
村
田
保
弁
理
公
使
佐
野
常
民
造
幣
六
等
長
谷
川
為
治
記
録
七
等
本
田
親
英
一
等
教
諭
穎
川
重
寛
鉄
道
権
助
田
尻
義
隆
侍
従
東
園
基
愛
七
等
出
仕
谷
森
善
信
五
等
議
官
紅
林
武
治
総
領
事
中
山
譲
治
造
幣
六
等
豊
原
百
太
郎
記
録
七
等
小
菅
揆
一
鉄
道
権
助
花
房
端
連
侍
従
綾
小
路
有
良
七
等
出
仕
安
川
繁
成
五
等
議
官
原
忠
順
総
領
事
河
瀬
真
孝
造
幣
七
等
丘
秀
興
記
録
七
等
吉
田
二
郎
鉄
道
権
助
飯
田
俊
徳
灯
台
頭
佐
藤
与
三
侍
従
片
岡
利
和
七
等
出
仕
三
田
葆
光
五
等
議
官
浦
春
暉
領
事
品
川
忠
道
造
幣
七
等
羽
太
紀
克
紙
幣
頭
得
能
良
介
教
部
省
鉄
道
六
等
財
満
実
信
灯
台
権
頭
原
隆
義
侍
従
西
四
辻
公
業
七
等
出
仕
薗
鑑
五
等
議
官
秋
月
胤
永
領
事
福
島
九
成
造
幣
七
等
加
藤
延
治
紙
幣
権
頭
渡
辺
弘
卿
鉄
道
七
等
伊
東
勅
典
灯
台
権
助
西
牟
田
玄
才
侍
従
太
田
左
門
七
等
出
仕
林
直
庸
一
等
書
記
本
田
親
雄
領
事
中
村
博
愛
造
幣
七
等
矢
島
庸
保
紙
幣
権
助
一
川
研
三
大
輔
宍
戸
璣
鉄
道
七
等
小
野
友
五
郎
灯
台
権
助
長
谷
川
嘉
道
侍
従
山
口
正
定
七
等
出
仕
長
沼
熊
太
郎
二
等
書
記
細
川
広
世
副
領
事
林
道
三
郎
一
等
書
記
吉
田
次
郎
造
幣
七
等
青
木
光
仲
紙
幣
助
須
藤
時
一
郎
少
輔
黒
田
清
綱
鉄
道
七
等
野
田
益
晴
製
作
頭
平
岡
通
義
侍
従
高
辻
修
長
七
等
出
仕
小
河
一
敏
三
等
書
記
太
田
卓
之
副
領
事
冨
田
銕
之
助
二
等
書
記
桜
田
親
義
造
幣
七
等
阪
倉
郁
蔵
紙
幣
助
岸
有
憙
大
丞
三
島
通
庸
鉄
道
七
等
安
田
壽
隣
製
作
権
頭
香
川
真
一
侍
従
森
寺
常
徳
三
等
書
記
紅
林
武
治
副
領
事
高
木
三
郎
二
等
書
記
矢
野
次
郎
造
幣
七
等
森
信
一
紙
幣
助
矢
島
作
郎
六
等
出
仕
鈴
木
魯
鉄
道
七
等
頴
川
君
平
製
作
助
高
石
和
道
三
等
書
記
北
川
泰
明
副
領
事
安
藤
太
郎
二
等
書
記
市
川
文
吉
造
幣
七
等
大
野
規
周
紙
幣
権
助
田
口
太
郎
七
等
出
仕
土
持
綱
幸
電
信
頭
芳
川
顕
正
製
作
権
助
伊
勢
煥
一
等
書
記
本
野
盛
亨
二
等
書
記
品
川
弥
二
郎
造
幣
七
等
足
立
太
郎
紙
幣
七
等
日
下
義
雄
七
等
出
仕
足
立
正
聲
電
信
権
頭
石
井
忠
亮
製
作
権
助
羽
田
均
一
等
書
記
中
野
健
明
三
等
書
記
鈴
木
金
蔵
租
税
頭
松
方
正
義
国
債
頭
郷
純
造
電
信
助
福
田
重
固
製
作
六
等
岡
部
利
輔
一
等
書
記
花
房
義
質
三
等
書
記
志
賀
親
朋
租
税
助
石
渡
貞
夫
国
債
助
齋
藤
次
郎
太
電
信
権
助
奥
村
基
晴
製
作
六
等
宇
都
宮
三
郎
一
等
書
記
鄭
永
寧
三
等
書
記
厚
東
樹
臣
租
税
助
吉
原
重
俊
国
債
六
等
土
山
盛
有
電
信
七
等
石
丸
源
作
製
作
六
等
渡
辺
蒿
蔵
一
等
書
記
渡
辺
洪
基
三
等
書
記
鈴
木
貫
一
租
税
助
若
山
儀
一
国
債
七
等
松
岡
重
美
電
信
七
等
原
田
隆
造
製
作
七
等
藤
本
盤
蔵
一
等
書
記
平
井
希
昌
三
等
書
記
本
間
清
雄
※
書
記
官
は
書
記
と
略
記
し
た
。
　
 ※
特
命
全
権
公
使
は
特
命
全
権
と
略
記
し
た
。
　
※
地
理
寮
三
等
少
技
監
は
地
理
三
等
と
略
記
し
た
。
※
各
寮
出
仕
は
、
勧
業
寮
六
等
出
仕
を
勧
業
六
等
の
よ
う
に
、
寮
名
官
等
で
略
記
し
た
。
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表
2
　
明
治
7
年
11
月
表
2（
明
治
７
年
11
月
）
正
院
左
院
外
務
省
 
内
務
省
大
蔵
省
文
部
省
工
部
省
司
法
省
宮
内
省
開
拓
使
大
内
史
土
方
久
元
議
長
伊
地
知
正
治
卿
寺
島
宗
則
卿
大
久
保
利
通
勧
業
権
頭
河
瀬
秀
治
卿
大
隈
重
信
租
税
権
助
長
岡
義
之
卿
卿
伊
藤
博
文
卿
大
木
喬
任
卿
徳
大
寺
実
則
長
官
黒
田
清
隆
権
大
内
史
箕
作
麟
祥
副
議
長
佐
々
木
高
行
大
輔
大
輔
勧
業
助
古
谷
簡
一
大
輔
租
税
権
助
立
田
彰
信
大
輔
田
中
不
二
麿
大
輔
山
尾
庸
三
大
輔
山
田
顕
義
大
輔
万
里
小
路
博
房
次
官
権
大
内
史
巖
谷
修
二
等
議
官
西
岡
逾
明
少
輔
山
口
尚
芳
少
輔
勧
業
助
岩
山
敬
義
少
輔
租
税
権
助
横
山
貞
秀
少
輔
少
輔
少
輔
 
少
輔
杉
孫
七
郎
五
等
出
仕
山
内
提
雲
少
内
史
日
下
部
東
作
二
等
議
官
細
川
潤
次
郎
大
丞
花
房
義
質
大
丞
村
田
氏
壽
勧
業
六
等
田
中
芳
男
大
丞
熊
谷
武
五
郎
租
税
権
助
星
亨
大
丞
野
村
素
介
大
丞
吉
井
正
澄
大
丞
青
山
貞
大
丞
香
川
広
安
五
等
出
仕
田
中
綱
紀
少
内
史
塚
本
明
毅
二
等
議
官
高
崎
五
六
大
丞
宮
本
小
一
大
丞
杉
浦
譲
勧
業
七
等
佐
々
木
長
淳
大
丞
郷
純
造
租
税
七
等
市
川
正
寧
大
丞
小
松
彰
大
丞
芳
川
顕
正
少
丞
丹
羽
賢
少
丞
児
玉
之
修
五
等
出
仕
荒
井
郁
之
助
権
少
内
史
金
井
之
恭
二
等
議
官
松
岡
時
敏
大
丞
森
有
礼
大
丞
前
島
密
勧
業
七
等
富
田
冬
三
大
丞
得
能
良
介
租
税
七
等
宍
戸
昌
少
丞
九
鬼
隆
一
少
丞
大
野
誠
大
丞
渡
辺
驥
少
丞
堤
正
誼
五
等
出
仕
大
山
重
権
少
内
史
野
口
常
共
二
等
議
官
伊
丹
重
賢
大
丞
塩
田
三
郎
大
丞
河
瀬
秀
治
勧
業
七
等
青
山
純
大
丞
遠
藤
謹
助
租
税
七
等
柳
谷
謙
太
郎
少
丞
畠
山
義
成
少
丞
林
董
少
丞
早
川
勇
少
丞
山
岡
鉄
太
郎
六
等
出
仕
時
任
為
基
大
外
史
中
村
弘
毅
二
等
議
官
岩
村
通
俊
大
丞
宗
重
正
大
丞
林
友
幸
警
保
権
頭
村
田
氏
壽
少
丞
岩
橋
轍
輔
租
税
七
等
小
池
国
武
四
等
出
仕
長
与
専
斎
少
丞
福
原
恭
輔
六
等
出
仕
桜
井
直
養
三
等
出
仕
福
羽
美
静
七
等
出
仕
馬
島
春
庭
権
大
外
史
作
間
一
介
三
等
議
官
大
給
恒
少
丞
子
安
峻
少
丞
新
田
義
雄
警
保
六
等
石
井
邦
猷
三
等
出
仕
松
方
正
義
租
税
七
等
渡
辺
牧
太
五
等
出
仕
辻
新
次
六
等
出
仕
石
田
英
吉
七
等
出
仕
名
邨
泰
蔵
四
等
出
仕
加
藤
弘
之
七
等
出
仕
内
海
利
貞
少
外
史
谷
森
真
男
三
等
議
官
高
崎
正
風
少
丞
石
橋
政
方
少
丞
武
井
守
正
警
保
七
等
西
村
亮
吉
五
等
出
仕
大
江
卓
租
税
七
等
笠
貞
継
五
等
出
仕
中
嶋
永
元
七
等
出
仕
田
代
苗
臣
七
等
出
仕
井
上
毅
五
等
出
仕
元
田
永
七
等
出
仕
金
井
信
之
権
少
外
史
井
上
瑞
枝
三
等
議
官
永
井
尚
志
少
丞
平
井
希
昌
少
丞
松
平
正
直
戸
籍
頭
杉
浦
譲
五
等
出
仕
立
嘉
度
租
税
七
等
林
正
明
六
等
出
仕
入
江
文
郎
七
等
出
仕
原
田
種
成
六
等
出
仕
桜
井
純
造
七
等
出
仕
新
宮
拙
蔵
権
少
外
史
久
米
邦
武
三
等
議
官
宮
島
誠
一
郎
四
等
出
仕
田
辺
太
一
少
丞
北
代
正
臣
戸
籍
権
頭
船
越
衛
五
等
出
仕
関
義
臣
租
税
七
等
阪
井
保
佑
六
等
出
仕
肥
田
昭
作
工
学
権
助
小
林
雄
七
郎
七
等
出
仕
吉
永
成
徳
六
等
出
仕
津
田
信
弘
七
等
出
仕
折
田
平
内
権
少
外
史
横
田
香
苗
三
等
議
官
生
田
精
五
等
出
仕
中
山
信
彬
五
等
出
仕
何
礼
之
戸
籍
権
助
村
上
政
養
六
等
出
仕
土
山
盛
有
出
納
頭
馬
渡
俊
邁
六
等
出
仕
三
宅
秀
工
学
七
等
赤
司
欽
一
七
等
出
仕
藤
田
高
之
七
等
出
仕
八
田
知
紀
七
等
出
仕
八
木
下
信
之
権
少
外
史
山
田
時
章
四
等
議
官
藤
沢
次
謙
五
等
出
仕
野
村
靖
五
等
出
仕
岩
村
高
俊
駅
逓
頭
前
島
密
六
等
出
仕
坂
田
伯
孝
出
納
助
林
信
立
六
等
出
仕
内
村
良
蔵
工
学
七
等
加
藤
斌
七
等
出
仕
古
荘
嘉
門
七
等
出
仕
赤
星
研
三
七
等
出
仕
小
牧
昌
業
権
少
外
史
藤
田
健
四
等
議
官
海
江
田
信
義
六
等
出
仕
大
原
重
実
六
等
出
仕
平
岡
熈
一
駅
逓
権
助
山
内
頼
富
七
等
出
仕
深
沢
勝
興
出
納
助
能
勢
久
成
六
等
出
仕
桐
原
真
節
鉱
山
頭
吉
井
亨
七
等
出
仕
高
木
秀
臣
七
等
出
仕
竹
内
節
七
等
出
仕
柳
田
友
卿
権
少
外
史
牟
田
口
元
学
四
等
議
官
三
浦
安
六
等
出
仕
柴
田
昌
吉
六
等
出
仕
坂
部
長
照
駅
逓
権
助
真
中
忠
直
七
等
出
仕
川
路
寛
堂
出
納
権
助
与
倉
守
人
六
等
出
仕
足
立
寛
鉱
山
助
大
島
高
任
七
等
出
仕
和
田
八
之
進
大
侍
医
伊
東
方
成
大
判
官
松
本
十
郎
四
等
出
仕
町
田
久
成
四
等
議
官
尾
崎
三
良
六
等
出
仕
森
山
茂
六
等
出
仕
山
田
武
甫
駅
逓
七
等
塚
原
周
造
七
等
出
仕
佐
伯
惟
聲
統
計
権
頭
深
江
順
暢
六
等
出
仕
永
松
東
海
鉱
山
助
朝
倉
盛
明
明
法
頭
楠
田
英
世
大
侍
医
岩
佐
純
中
判
官
杉
浦
誠
五
等
出
仕
長
松
幹
四
等
議
官
牟
田
口
通
照
六
等
出
仕
長
田
銈
太
郎
六
等
出
仕
伊
地
知
貞
馨
土
木
頭
林
友
幸
七
等
出
仕
北
村
泰
一
統
計
七
等
河
北
俊
弼
六
等
出
仕
小
林
儀
秀
鉱
山
助
中
島
佐
衡
明
法
権
頭
鶴
田
皓
権
大
侍
医
伊
東
盛
貞
中
判
官
長
谷
部
卓
爾
五
等
出
仕
川
本
清
一
四
等
議
官
井
上
廉
七
等
出
仕
瀬
脇
光
壽
六
等
出
仕
前
山
清
一
郎
土
木
権
頭
石
井
省
一
郎
七
等
出
仕
天
野
仙
輔
統
計
七
等
山
下
正
辰
七
等
出
仕
三
崎
嘯
鉱
山
権
助
一
条
基
緒
大
法
官
水
本
成
美
権
大
侍
医
林
洞
海
少
判
官
堀
基
五
等
出
仕
鈴
木
唯
一
四
等
議
官
横
山
由
清
七
等
出
仕
広
津
弘
信
七
等
出
仕
浅
井
晴
文
土
木
権
助
小
野
修
一
郎
七
等
出
仕
河
鰭
齊
統
計
七
等
小
島
永
貞
七
等
出
仕
奥
山
政
敬
鉱
山
権
助
伊
東
保
義
権
大
法
官
鷲
津
宣
光
権
大
侍
医
竹
内
正
信
少
判
官
西
村
貞
陽
五
等
出
仕
栗
本
貞
二
郎
五
等
議
官
北
沢
正
誠
七
等
出
仕
古
沢
経
範
七
等
出
仕
西
村
亮
吉
土
木
権
助
岩
田
三
蔵
七
等
出
仕
大
谷
靖
検
査
頭
安
藤
就
高
七
等
出
仕
市
川
盛
三
郎
鉱
山
権
助
津
田
弘
道
権
大
法
官
平
賀
義
質
少
侍
医
高
階
経
徳
幹
事
調
所
広
丈
六
等
出
仕
堀
越
愛
国
五
等
議
官
増
田
長
恭
七
等
出
仕
島
田
胤
則
七
等
出
仕
桃
井
宣
三
地
理
頭
杉
浦
譲
七
等
出
仕
川
元
宣
長
検
査
助
南
部
広
矛
七
等
出
仕
永
松
東
海
鉱
山
六
等
狛
林
之
助
中
法
官
荒
木
博
臣
少
侍
医
船
曳
清
脩
幹
事
安
田
定
則
六
等
出
仕
重
野
安
繹
五
等
議
官
中
金
正
衡
特
命
全
権
鮫
島
尚
信
七
等
出
仕
池
田
寛
治
地
理
五
等
桜
井
勉
七
等
出
仕
岩
崎
小
二
郎
検
査
権
助
杉
山
一
成
七
等
出
仕
馬
込
為
助
鉱
山
七
等
長
野
桂
次
郎
中
法
官
小
原
重
哉
少
侍
医
相
良
安
定
六
等
出
仕
川
北
長
顒
五
等
議
官
馬
屋
原
彰
特
命
全
権
榎
本
武
揚
七
等
出
仕
岡
谷
繁
実
地
理
五
等
村
田
文
夫
検
査
五
等
橋
本
安
治
七
等
出
仕
諸
葛
信
澄
鉄
道
頭
井
上
勝
権
中
法
官
長
野
文
炳
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
六
等
出
仕
大
島
貞
益
五
等
議
官
依
田
董
特
命
全
権
河
瀬
真
孝
七
等
出
仕
岡
田
好
樹
地
理
五
等
塚
本
明
毅
造
幣
権
頭
石
丸
安
世
検
査
七
等
大
竹
良
平
七
等
出
仕
萩
原
三
圭
鉄
道
権
頭
太
田
資
政
侍
従
長
東
久
世
通
禧
六
等
出
仕
阿
部
泰
蔵
五
等
議
官
矢
島
直
方
特
命
全
権
柳
原
前
光
七
等
出
仕
林
茂
平
地
理
六
等
室
田
秀
雄
造
幣
権
助
久
世
喜
弘
検
査
七
等
海
老
原
和
一
七
等
出
仕
渡
辺
温
鉄
道
助
佐
藤
政
養
侍
従
堀
河
康
隆
六
等
出
仕
田
中
芳
男
五
等
議
官
長
森
敬
斐
特
命
全
権
青
木
周
蔵
七
等
出
仕
森
醇
地
理
七
等
福
岡
久
造
幣
権
助
大
野
直
輔
記
録
頭
熊
谷
武
五
郎
七
等
出
仕
秋
山
恒
太
郎
鉄
道
助
竹
田
春
風
侍
従
富
小
路
敬
直
六
等
出
仕
関
沢
明
清
五
等
議
官
矢
田
堀
鴻
特
命
全
権
吉
田
清
成
七
等
出
仕
木
梨
精
一
郎
地
理
七
等
宮
島
信
吉
造
幣
四
等
長
谷
川
方
省
記
録
五
等
伊
東
武
重
七
等
出
仕
島
田
泰
夫
鉄
道
助
瓜
生
寅
侍
従
番
長
米
田
虎
雄
六
等
出
仕
山
高
信
離
五
等
議
官
桜
井
能
監
特
命
全
権
上
野
景
範
七
等
出
仕
国
貞
廉
平
地
理
三
等
水
野
行
敏
造
幣
六
等
三
島
為
嗣
記
録
七
等
神
山
聞
五
等
教
授
市
川
盛
三
郎
鉄
道
権
助
佐
畑
信
之
侍
従
北
条
氏
恭
六
等
出
仕
杉
亨
二
五
等
議
官
村
田
保
弁
理
公
使
佐
野
常
民
造
幣
六
等
長
谷
川
為
治
記
録
七
等
本
田
親
英
一
等
教
諭
穎
川
重
寛
鉄
道
権
助
田
尻
義
隆
侍
従
東
園
基
愛
七
等
出
仕
谷
森
善
信
五
等
議
官
紅
林
武
治
総
領
事
中
山
譲
治
造
幣
六
等
豊
原
百
太
郎
記
録
七
等
小
菅
揆
一
鉄
道
権
助
花
房
端
連
侍
従
綾
小
路
有
良
七
等
出
仕
安
川
繁
成
五
等
議
官
原
忠
順
総
領
事
河
瀬
真
孝
造
幣
七
等
丘
秀
興
記
録
七
等
吉
田
二
郎
鉄
道
権
助
飯
田
俊
徳
灯
台
頭
佐
藤
与
三
侍
従
片
岡
利
和
七
等
出
仕
三
田
葆
光
五
等
議
官
浦
春
暉
領
事
品
川
忠
道
造
幣
七
等
羽
太
紀
克
紙
幣
頭
得
能
良
介
教
部
省
鉄
道
六
等
財
満
実
信
灯
台
権
頭
原
隆
義
侍
従
西
四
辻
公
業
七
等
出
仕
薗
鑑
五
等
議
官
秋
月
胤
永
領
事
福
島
九
成
造
幣
七
等
加
藤
延
治
紙
幣
権
頭
渡
辺
弘
卿
鉄
道
七
等
伊
東
勅
典
灯
台
権
助
西
牟
田
玄
才
侍
従
太
田
左
門
七
等
出
仕
林
直
庸
一
等
書
記
本
田
親
雄
領
事
中
村
博
愛
造
幣
七
等
矢
島
庸
保
紙
幣
権
助
一
川
研
三
大
輔
宍
戸
璣
鉄
道
七
等
小
野
友
五
郎
灯
台
権
助
長
谷
川
嘉
道
侍
従
山
口
正
定
七
等
出
仕
長
沼
熊
太
郎
二
等
書
記
細
川
広
世
副
領
事
林
道
三
郎
一
等
書
記
吉
田
次
郎
造
幣
七
等
青
木
光
仲
紙
幣
助
須
藤
時
一
郎
少
輔
黒
田
清
綱
鉄
道
七
等
野
田
益
晴
製
作
頭
平
岡
通
義
侍
従
高
辻
修
長
七
等
出
仕
小
河
一
敏
三
等
書
記
太
田
卓
之
副
領
事
冨
田
銕
之
助
二
等
書
記
桜
田
親
義
造
幣
七
等
阪
倉
郁
蔵
紙
幣
助
岸
有
憙
大
丞
三
島
通
庸
鉄
道
七
等
安
田
壽
隣
製
作
権
頭
香
川
真
一
侍
従
森
寺
常
徳
三
等
書
記
紅
林
武
治
副
領
事
高
木
三
郎
二
等
書
記
矢
野
次
郎
造
幣
七
等
森
信
一
紙
幣
助
矢
島
作
郎
六
等
出
仕
鈴
木
魯
鉄
道
七
等
頴
川
君
平
製
作
助
高
石
和
道
三
等
書
記
北
川
泰
明
副
領
事
安
藤
太
郎
二
等
書
記
市
川
文
吉
造
幣
七
等
大
野
規
周
紙
幣
権
助
田
口
太
郎
七
等
出
仕
土
持
綱
幸
電
信
頭
芳
川
顕
正
製
作
権
助
伊
勢
煥
一
等
書
記
本
野
盛
亨
二
等
書
記
品
川
弥
二
郎
造
幣
七
等
足
立
太
郎
紙
幣
七
等
日
下
義
雄
七
等
出
仕
足
立
正
聲
電
信
権
頭
石
井
忠
亮
製
作
権
助
羽
田
均
一
等
書
記
中
野
健
明
三
等
書
記
鈴
木
金
蔵
租
税
頭
松
方
正
義
国
債
頭
郷
純
造
電
信
助
福
田
重
固
製
作
六
等
岡
部
利
輔
一
等
書
記
花
房
義
質
三
等
書
記
志
賀
親
朋
租
税
助
石
渡
貞
夫
国
債
助
齋
藤
次
郎
太
電
信
権
助
奥
村
基
晴
製
作
六
等
宇
都
宮
三
郎
一
等
書
記
鄭
永
寧
三
等
書
記
厚
東
樹
臣
租
税
助
吉
原
重
俊
国
債
六
等
土
山
盛
有
電
信
七
等
石
丸
源
作
製
作
六
等
渡
辺
蒿
蔵
一
等
書
記
渡
辺
洪
基
三
等
書
記
鈴
木
貫
一
租
税
助
若
山
儀
一
国
債
七
等
松
岡
重
美
電
信
七
等
原
田
隆
造
製
作
七
等
藤
本
盤
蔵
一
等
書
記
平
井
希
昌
三
等
書
記
本
間
清
雄
※
書
記
官
は
書
記
と
略
記
し
た
。
　
 ※
特
命
全
権
公
使
は
特
命
全
権
と
略
記
し
た
。
　
※
地
理
寮
三
等
少
技
監
は
地
理
三
等
と
略
記
し
た
。
※
各
寮
出
仕
は
、
勧
業
寮
六
等
出
仕
を
勧
業
六
等
の
よ
う
に
、
寮
名
官
等
で
略
記
し
た
。
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明治零年代後半における洋行官僚に関する一考察（柏原）
岩山敬義、大蔵省の岩崎小二郎、豊原百太郎、矢島作郎、田口太郎、工部省の狛林之助、飯
田俊徳、渡辺蒿蔵、藤本盤蔵のように、留学を経験して帰朝し、奏任官に任じられた官僚が
複数いたことが指摘できよう。
　続いて明治 8 年 10 月の洋行官僚については、表 3 にまとめた。元老院が設立されたこと
により、由利公正、秋月種樹、吉井友実など、明治初年に一度幹部官僚やそれに近い位置を
占めた後に辞職して洋行し、この段階で議官として復活したような勢力が見受けられるほか、
正院の古沢滋、山崎直胤、大蔵省の河野通猷、高橋新吉、工部省の毛利重輔、司法省の福原
芳山、黒川誠一郎、開拓使の湯地定基、村橋久成などのように、留学経験者が前年同様に複
数新任されていたことも見て取れる。
　明治 9 年 11 月の洋行官僚は、表 4 に示した通りである。法制局の原田一道、渡正元、元
老院の津田真道、内務省の前田献吉は、洋行後に軍部の役職などを経ながら、この段階で本
稿の対象組織の官職を兼務または転任し登場してきた洋行官僚である。同様に法制局の静間
健介、元老院の中島信行、大蔵省の石橋重朝は、洋行後に地方官や判任官を経て、この段階
で本稿対象組織に属した洋行官僚である。司法省の周布公平、文部省の池田謙斎、宮内省の
鍋島直彬のように同年に帰国してすぐに採用された留学経験官僚もいる。全体的に留学経験
者が新任される傾向は続いている。
　最後に明治 10 年 11 月の洋行官僚は、表 5 に掲げた通りである。新たに任じられた洋行官
僚は少ない。また、内務省の橋本正人のようにメルボルン博覧会へ派遣されて帰国し職務上
で洋行を経験した官僚、工部省の佐々木和三郎のようにイギリス留学から帰国した後に同省
判任官となり、この段階で奏任官に昇進した官僚、洋行後しばらく時間をおいてこの段階で
内務省奏任官に任じられた西村捨三などがいるが、共通する傾向は見られない。
　以上のように、明治 6 年以降、洋行官僚が継続して新任され、または昇進してきたことは
間違いない。一方で、途中で免官となるなど、表に出てこなくなる洋行官僚もまた存在して
いるだけでなく、一度表から外れ、短い期間で再び表に登場するような官僚も確認できる。
このような免官や復活についても次章で言及する。
4 ．明治零年代後半の洋行官僚データについての考察
（ 1 ）全体の動向
　まず、本稿の対象とする各組織の数値を合計した全体数を、1 年毎にまとめたものが表 6
である。集計に際して、同一組織内で複数の職を兼務している場合は、いくつ兼職しても 1
人とし、他組織との間で兼務している場合は、それぞれの組織で 1 名としている。従って合
計値は、実際の人数よりも多い。
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表
3
　
明
治
8
年
10
月
表
3（
明
治
8年
10
月
）
正
院
元
老
院
外
務
省
内
務
省
大
蔵
省
文
部
省
工
部
省
司
法
省
開
拓
使
大
史
土
方
久
元
議
長
卿
寺
島
宗
則
卿
大
久
保
利
通
勧
業
七
等
橋
本
正
人
卿
大
隈
重
信
租
税
権
助
柳
谷
謙
太
郎
卿
卿
伊
藤
博
文
卿
大
木
喬
任
長
官
黒
田
清
隆
権
大
史
中
村
弘
毅
副
議
長
後
藤
象
二
郎
大
輔
大
輔
勧
業
七
等
杉
山
一
成
大
輔
租
税
六
等
小
池
国
武
大
輔
田
中
不
二
麿
大
輔
山
尾
庸
三
大
輔
山
田
顕
義
次
官
権
大
史
巖
谷
修
議
官
有
栖
川
宮
熾
仁
少
輔
森
有
礼
少
輔
林
友
幸
警
保
権
頭
村
田
氏
壽
少
輔
租
税
七
等
渡
辺
牧
太
少
輔
少
輔
少
輔
 
三
等
出
仕
杉
浦
誠
権
大
史
日
下
部
東
作
議
官
長
谷
信
篤
大
丞
宗
重
正
大
丞
前
島
密
警
保
助
石
井
邦
猷
大
丞
郷
純
造
租
税
七
等
坂
井
保
佑
四
等
出
仕
小
松
彰
大
丞
吉
井
正
澄
大
丞
青
山
貞
四
等
出
仕
山
内
提
雲
　
少
史
作
間
一
介
議
官
壬
生
基
修
大
丞
宮
本
小
一
大
丞
河
瀬
秀
治
警
保
七
等
粟
屋
和
平
大
丞
遠
藤
謹
助
租
税
七
等
有
島
武
四
等
出
仕
九
鬼
隆
一
大
丞
芳
川
顕
正
大
丞
渡
辺
驥
四
等
出
仕
荒
井
郁
之
助
権
少
史
谷
森
真
男
議
官
柳
原
前
光
大
丞
花
房
義
質
大
丞
杉
浦
譲
戸
籍
頭
松
田
道
之
大
丞
得
能
良
介
租
税
七
等
植
村
昌
茂
四
等
出
仕
西
村
茂
樹
少
丞
大
野
誠
少
丞
丹
羽
賢
五
等
出
仕
時
任
為
基
権
少
史
野
口
常
共
議
官
勝
海
舟
大
丞
塩
田
三
郎
大
丞
村
田
氏
壽
戸
籍
権
頭
船
越
衛
三
等
出
仕
松
方
正
義
租
税
七
等
南
保
四
等
出
仕
長
与
専
斎
少
丞
林
董
少
丞
早
川
勇
六
等
出
仕
馬
島
譲
権
少
史
金
井
之
恭
議
官
大
給
恆
少
丞
石
橋
政
方
大
丞
松
田
道
之
戸
籍
助
浅
井
晴
文
五
等
出
仕
立
嘉
度
租
税
七
等
託
摩
之
武
五
等
出
仕
中
嶋
永
元
少
丞
福
原
恭
輔
四
等
出
仕
鶴
田
皓
六
等
出
仕
内
海
利
貞
権
少
史
久
米
邦
武
議
官
由
利
公
正
少
丞
子
安
峻
大
丞
楠
本
正
隆
戸
籍
権
助
村
上
政
養
五
等
出
仕
関
義
臣
租
税
七
等
河
野
通
猷
五
等
出
仕
辻
新
次
四
等
出
仕
平
岡
通
義
四
等
出
仕
箕
作
麟
祥
六
等
出
仕
金
井
信
之
権
少
史
横
田
香
苗
議
官
秋
月
種
樹
少
丞
平
井
希
昌
少
丞
武
井
守
正
戸
籍
七
等
長
沼
蜻
洲
六
等
出
仕
坂
田
伯
孝
租
税
七
等
高
橋
新
吉
五
等
出
仕
三
宅
秀
六
等
出
仕
高
石
和
道
六
等
出
仕
小
原
重
哉
七
等
出
仕
新
宮
拙
蔵
権
少
史
北
川
泰
明
議
官
福
羽
美
静
少
丞
森
山
茂
少
丞
北
代
正
臣
駅
逓
頭
前
島
密
六
等
出
仕
土
山
盛
有
租
税
七
等
中
村
元
雄
六
等
出
仕
入
江
文
郎
七
等
出
仕
田
代
苗
臣
六
等
出
仕
原
田
種
成
七
等
出
仕
八
木
下
信
之
権
少
史
三
田
葆
光
議
官
佐
々
木
高
行
四
等
出
仕
田
辺
太
一
少
丞
松
平
正
直
駅
逓
権
助
真
中
忠
直
六
等
出
仕
岩
崎
小
二
郎
租
税
七
等
小
林
好
愛
六
等
出
仕
小
林
儀
秀
七
等
出
仕
羽
田
均
六
等
出
仕
藤
田
高
之
七
等
出
仕
柳
田
友
卿
権
少
史
林
直
庸
議
官
斎
藤
利
行
五
等
出
仕
中
山
信
彬
四
等
出
仕
町
田
久
成
駅
逓
七
等
塚
原
周
造
六
等
出
仕
河
北
俊
弼
租
税
七
等
有
尾
敬
重
六
等
出
仕
内
村
良
蔵
七
等
出
仕
上
田
可
貞
六
等
出
仕
高
木
秀
臣
七
等
出
仕
永
山
武
四
郎
権
少
史
川
北
長
顒
議
官
山
口
尚
芳
五
等
出
仕
野
村
靖
四
等
出
仕
長
与
専
斎
駅
逓
七
等
小
笠
原
賢
蔵
六
等
出
仕
北
村
泰
一
紙
幣
頭
得
能
良
介
七
等
出
仕
樫
村
清
徳
工
学
権
頭
大
鳥
圭
介
七
等
出
仕
杉
山
孝
敏
七
等
出
仕
山
口
顕
六
等
出
仕
杉
亨
二
議
官
吉
井
友
実
五
等
出
仕
柴
田
昌
吉
五
等
出
仕
何
礼
之
土
木
頭
林
友
幸
七
等
出
仕
川
路
寛
堂
紙
幣
権
頭
渡
辺
弘
中
督
学
野
村
素
介
工
学
権
助
小
林
雄
七
郎
七
等
出
仕
福
原
芳
山
七
等
出
仕
岡
本
長
之
七
等
出
仕
藤
田
健
議
官
黒
田
清
綱
六
等
出
仕
大
原
重
実
五
等
出
仕
田
中
芳
男
土
木
権
頭
石
井
省
一
郎
七
等
出
仕
佐
伯
惟
聲
紙
幣
助
須
藤
時
一
郎
中
督
学
畠
山
義
成
工
学
七
等
赤
司
欽
一
七
等
出
仕
草
野
允
素
七
等
出
仕
鈴
木
大
亮
七
等
出
仕
牟
田
口
元
学
議
官
陸
奥
宗
光
六
等
出
仕
長
田
銈
太
郎
五
等
出
仕
村
田
文
夫
土
木
助
小
野
修
一
郎
七
等
出
仕
天
野
仙
輔
紙
幣
助
矢
島
作
郎
鉱
山
権
頭
大
島
高
任
七
等
出
仕
名
村
泰
蔵
七
等
出
仕
湯
地
定
基
七
等
出
仕
大
熊
敦
義
議
官
佐
野
常
民
六
等
出
仕
広
津
弘
信
五
等
出
仕
三
浦
安
土
木
権
助
岩
田
三
蔵
七
等
出
仕
大
谷
靖
紙
幣
権
助
一
川
研
三
教
部
省
鉱
山
助
朝
倉
盛
明
七
等
出
仕
中
田
憲
信
七
等
出
仕
村
橋
久
成
議
官
鳥
尾
小
弥
太
七
等
出
仕
瀬
脇
光
壽
五
等
出
仕
坂
部
長
照
土
木
五
等
中
村
孝
禧
七
等
出
仕
盧
高
朗
紙
幣
権
助
田
口
太
郎
卿
鉱
山
助
中
島
佐
衡
七
等
出
仕
小
田
切
盛
徳
大
判
官
松
本
十
郎
法
制
局
議
官
三
浦
梧
楼
七
等
出
仕
古
沢
経
範
六
等
出
仕
平
岡
熈
一
地
理
頭
杉
浦
譲
七
等
出
仕
小
代
靖
紙
幣
六
等
土
山
盛
有
大
輔
宍
戸
璣
鉱
山
権
助
一
条
基
緒
七
等
出
仕
岩
崎
維
慊
中
判
官
長
谷
部
卓
爾
長
官
伊
藤
博
文
議
官
津
田
出
七
等
出
仕
島
田
胤
則
六
等
出
仕
伊
地
知
貞
馨
地
理
五
等
桜
井
勉
七
等
出
仕
河
鰭
齊
紙
幣
七
等
藤
島
正
健
少
輔
鉱
山
権
助
伊
東
保
義
七
等
出
仕
増
田
贊
中
判
官
堀
基
一
等
法
制
細
川
潤
次
郎
議
官
河
野
敏
鎌
特
命
全
権
公河
瀬
真
孝
六
等
出
仕
水
野
行
敏
地
理
六
等
室
田
秀
雄
造
幣
権
頭
 石
丸
安
世
出
納
頭
馬
渡
俊
邁
大
丞
三
島
通
庸
鉱
山
六
等
狛
林
之
助
七
等
出
仕
黒
川
誠
一
郎
中
判
官
西
村
貞
陽
二
等
法
制
井
上
毅
議
官
松
岡
時
敏
特
命
全
権
公榎
本
武
揚
六
等
出
仕
岡
田
好
樹
地
理
七
等
宮
島
信
吉
造
幣
権
助
久
世
喜
弘
出
納
助
能
勢
久
成
少
丞
鈴
木
魯
鉱
山
六
等
国
司
仙
吉
少
判
官
大
山
重
二
等
法
制
古
沢
滋
議
官
加
藤
弘
之
特
命
全
権
公吉
田
清
成
七
等
出
仕
桃
井
宣
三
地
理
七
等
福
岡
久
造
幣
権
助
大
野
直
輔
出
納
五
等
林
信
立
六
等
出
仕
足
立
正
聲
鉱
山
七
等
長
野
桂
次
郎
宮
内
省
少
判
官
調
所
広
丈
二
等
法
制
尾
崎
三
良
大
書
記
官
本
田
親
雄
特
命
全
権
公鮫
島
尚
信
七
等
出
仕
木
梨
精
一
郎
地
理
七
等
佐
藤
忠
寄
造
幣
四
等
長
谷
川
方
省
出
納
六
等
与
倉
守
人
七
等
出
仕
土
持
綱
幸
鉱
山
七
等
服
部
貞
幹
卿
徳
大
寺
実
則
少
判
官
安
田
定
則
三
等
法
制
櫻
井
能
監
権
大
書
記
河
津
祐
之
特
命
全
権
公上
野
景
範
七
等
出
仕
国
貞
廉
平
地
理
七
等
小
花
作
助
造
幣
六
等
長
谷
川
為
治
出
納
七
等
山
内
芳
秋
七
等
出
仕
八
木
雕
鉱
山
七
等
毛
利
重
輔
大
輔
万
里
小
路
博
房
幹
事
折
田
平
内
三
等
法
制
村
田
保
権
大
書
記
丸
岡
莞
爾
特
命
全
権
公青
木
周
蔵
七
等
出
仕
千
坂
高
雅
図
書
権
頭
尾
崎
三
良
造
幣
六
等
三
島
為
嗣
出
納
七
等
渡
辺
欽
一
郎
鉄
道
頭
井
上
勝
少
輔
杉
孫
七
郎
幹
事
小
牧
昌
業
四
等
法
制
山
崎
直
胤
権
大
書
記
永
井
尚
志
一
等
書
記
花
房
義
質
七
等
出
仕
岡
本
益
道
図
書
助
岡
谷
繁
実
造
幣
六
等
豊
原
百
太
郎
統
計
権
頭
深
江
順
暢
鉄
道
権
頭
太
田
資
政
大
丞
香
川
敬
三
侍
従
片
岡
利
和
四
等
法
制
股
野
琢
権
大
書
記
沼
間
守
一
一
等
書
記
中
野
健
明
七
等
出
仕
春
名
修
徳
造
幣
七
等
矢
島
庸
保
統
計
六
等
大
島
貞
益
鉄
道
助
佐
藤
政
養
大
丞
山
岡
鉄
太
郎
侍
従
太
田
左
門
権
大
書
記
細
川
広
世
一
等
書
記
本
野
盛
亨
七
等
出
仕
島
田
泰
夫
造
幣
七
等
加
藤
延
治
統
計
七
等
小
島
永
貞
鉄
道
助
竹
田
春
風
少
丞
児
玉
愛
二
郎
侍
従
山
口
正
定
権
少
書
記
戸
田
秋
成
権
大
書
記
藤
沢
次
謙
一
等
書
記
渡
辺
洪
基
七
等
出
仕
小
西
蘊
造
幣
七
等
丘
秀
興
検
査
頭
安
藤
就
高
鉄
道
助
瓜
生
寅
少
丞
堤
正
誼
侍
従
森
寺
常
徳
権
少
書
記
山
本
弘
少
書
記
官
横
山
由
清
一
等
書
記
鄭
永
寧
勧
業
権
頭
河
瀬
秀
治
造
幣
七
等
森
信
一
検
査
助
南
部
広
矛
鉄
道
権
助
佐
畑
信
之
五
等
出
仕
中
山
譲
治
侍
従
千
石
政
固
権
少
書
記
土
方
左
平
少
書
記
官
司
馬
盈
之
一
等
書
記
吉
田
二
郎
勧
業
権
助
岩
山
敬
義
造
幣
七
等
大
野
規
周
検
査
五
等
橋
本
安
治
電
信
頭
芳
川
顕
正
鉄
道
権
助
田
尻
義
隆
六
等
出
仕
桜
井
純
造
一
等
侍
講
伊
地
知
正
治
権
少
書
記
賀
川
純
一
少
書
記
官
大
井
憲
太
郎
一
等
書
記
品
川
弥
二
郎
勧
業
四
等
大
鳥
圭
介
造
幣
七
等
杉
谷
孝
優
検
査
六
等
海
老
原
和
一
電
信
権
頭
石
井
忠
亮
鉄
道
権
助
花
房
端
連
六
等
出
仕
津
田
信
弘
二
等
侍
講
福
羽
美
静
権
少
書
記
草
野
政
信
少
書
記
官
北
垣
国
道
二
等
書
記
市
川
文
吉
勧
業
五
等
田
中
芳
男
造
幣
七
等
岡
本
和
検
査
七
等
大
竹
良
平
電
信
助
福
田
重
固
鉄
道
権
助
飯
田
俊
徳
七
等
出
仕
竹
内
節
三
等
侍
講
西
村
茂
樹
権
少
書
記
岩
神
昂
少
書
記
官
馬
屋
原
彰
二
等
書
記
桜
田
親
義
勧
業
六
等
山
高
信
離
租
税
頭
松
方
正
義
検
査
七
等
則
武
正
副
電
信
権
助
奥
村
基
晴
鉄
道
六
等
財
満
実
信
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
三
等
侍
講
元
田
永
孚
権
少
書
記
安
居
修
蔵
権
少
書
記
中
江
篤
助
三
等
書
記
鈴
木
金
蔵
勧
業
六
等
塩
田
真
租
税
権
頭
吉
原
重
俊
検
査
七
等
浜
弘
一
電
信
七
等
原
田
隆
造
鉄
道
六
等
伊
東
勅
典
侍
従
長
東
久
世
通
禧
三
等
侍
医
伊
東
方
成
三
等
書
記
志
賀
親
朋
勧
業
六
等
関
沢
明
清
租
税
助
石
渡
貞
夫
国
債
頭
郷
純
造
電
信
七
等
石
丸
源
作
鉄
道
六
等
野
田
益
晴
侍
従
番
長
米
田
虎
雄
三
等
侍
医
岩
佐
純
領
事
品
川
忠
道
三
等
書
記
厚
東
樹
臣
勧
業
七
等
佐
々
木
長
淳
租
税
助
若
山
儀
一
国
債
助
齋
藤
次
郎
太
製
作
頭
大
鳥
圭
介
鉄
道
七
等
小
野
友
五
郎
侍
従
番
長
高
崎
正
風
五
等
侍
医
伊
東
盛
貞
領
事
福
島
九
成
三
等
書
記
鈴
木
貫
一
勧
業
七
等
富
田
冬
三
租
税
助
立
田
彰
信
国
債
六
等
岩
崎
小
二
郎
製
作
権
頭
香
川
真
一
鉄
道
七
等
安
田
壽
隣
侍
従
堀
河
康
隆
五
等
侍
医
竹
内
正
信
副
領
事
冨
田
銕
之
助
三
等
書
記
本
間
清
雄
勧
業
七
等
青
山
純
租
税
権
助
長
岡
義
之
国
債
七
等
松
岡
重
美
製
作
権
助
伊
勢
煥
鉄
道
七
等
頴
川
君
平
侍
従
高
辻
修
長
六
等
侍
医
高
階
経
徳
副
領
事
高
木
三
郎
三
等
書
記
中
島
才
吉
勧
業
七
等
鈴
木
利
亨
租
税
権
助
星
亨
国
債
七
等
松
尾
臣
善
製
作
六
等
宇
都
宮
三
郎
灯
台
頭
佐
藤
与
三
侍
従
富
小
路
敬
直
六
等
侍
医
船
曳
清
脩
副
領
事
安
藤
太
郎
総
領
事
河
瀬
真
孝
勧
業
七
等
武
田
昌
次
租
税
権
助
横
山
貞
秀
国
債
七
等
神
山
聞
製
作
六
等
渡
辺
蒿
蔵
灯
台
権
頭
原
隆
義
侍
従
西
四
辻
公
業
六
等
侍
医
猿
渡
盛
雅
副
領
事
池
田
寛
治
領
事
中
村
博
愛
租
税
権
助
市
川
正
寧
記
録
頭
遠
藤
謹
助
製
作
六
等
岡
部
利
輔
灯
台
助
長
谷
川
嘉
道
侍
従
東
園
基
愛
六
等
侍
医
山
川
幸
喜
租
税
権
助
宍
戸
昌
記
録
五
等
伊
東
武
重
製
作
七
等
藤
本
盤
蔵
灯
台
七
等
船
越
寛
侍
従
綾
小
路
有
良
六
等
侍
医
岩
井
克
俊
租
税
権
助
林
正
明
記
録
七
等
小
菅
揆
一
侍
従
北
条
氏
恭
三
等
薬
剤
官岩
井
克
俊
※
法
制
官
は
法
制
と
略
記
し
た
。
　
※
書
記
官
は
一
部
で
書
記
と
略
記
し
た
。
　
※
特
命
全
権
公
使
は
特
命
全
権
と
略
記
し
た
。
 
※
各
寮
出
仕
は
、
勧
業
寮
六
等
出
仕
を
勧
業
六
等
の
よ
う
に
、
寮
名
官
等
で
略
記
し
た
。
　
※
薬
剤
官
は
、
薬
剤
と
略
記
し
た
。
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表
3
　
明
治
8
年
10
月
表
3（
明
治
8年
10
月
）
正
院
元
老
院
外
務
省
内
務
省
大
蔵
省
文
部
省
工
部
省
司
法
省
開
拓
使
大
史
土
方
久
元
議
長
卿
寺
島
宗
則
卿
大
久
保
利
通
勧
業
七
等
橋
本
正
人
卿
大
隈
重
信
租
税
権
助
柳
谷
謙
太
郎
卿
卿
伊
藤
博
文
卿
大
木
喬
任
長
官
黒
田
清
隆
権
大
史
中
村
弘
毅
副
議
長
後
藤
象
二
郎
大
輔
大
輔
勧
業
七
等
杉
山
一
成
大
輔
租
税
六
等
小
池
国
武
大
輔
田
中
不
二
麿
大
輔
山
尾
庸
三
大
輔
山
田
顕
義
次
官
権
大
史
巖
谷
修
議
官
有
栖
川
宮
熾
仁
少
輔
森
有
礼
少
輔
林
友
幸
警
保
権
頭
村
田
氏
壽
少
輔
租
税
七
等
渡
辺
牧
太
少
輔
少
輔
少
輔
 
三
等
出
仕
杉
浦
誠
権
大
史
日
下
部
東
作
議
官
長
谷
信
篤
大
丞
宗
重
正
大
丞
前
島
密
警
保
助
石
井
邦
猷
大
丞
郷
純
造
租
税
七
等
坂
井
保
佑
四
等
出
仕
小
松
彰
大
丞
吉
井
正
澄
大
丞
青
山
貞
四
等
出
仕
山
内
提
雲
　
少
史
作
間
一
介
議
官
壬
生
基
修
大
丞
宮
本
小
一
大
丞
河
瀬
秀
治
警
保
七
等
粟
屋
和
平
大
丞
遠
藤
謹
助
租
税
七
等
有
島
武
四
等
出
仕
九
鬼
隆
一
大
丞
芳
川
顕
正
大
丞
渡
辺
驥
四
等
出
仕
荒
井
郁
之
助
権
少
史
谷
森
真
男
議
官
柳
原
前
光
大
丞
花
房
義
質
大
丞
杉
浦
譲
戸
籍
頭
松
田
道
之
大
丞
得
能
良
介
租
税
七
等
植
村
昌
茂
四
等
出
仕
西
村
茂
樹
少
丞
大
野
誠
少
丞
丹
羽
賢
五
等
出
仕
時
任
為
基
権
少
史
野
口
常
共
議
官
勝
海
舟
大
丞
塩
田
三
郎
大
丞
村
田
氏
壽
戸
籍
権
頭
船
越
衛
三
等
出
仕
松
方
正
義
租
税
七
等
南
保
四
等
出
仕
長
与
専
斎
少
丞
林
董
少
丞
早
川
勇
六
等
出
仕
馬
島
譲
権
少
史
金
井
之
恭
議
官
大
給
恆
少
丞
石
橋
政
方
大
丞
松
田
道
之
戸
籍
助
浅
井
晴
文
五
等
出
仕
立
嘉
度
租
税
七
等
託
摩
之
武
五
等
出
仕
中
嶋
永
元
少
丞
福
原
恭
輔
四
等
出
仕
鶴
田
皓
六
等
出
仕
内
海
利
貞
権
少
史
久
米
邦
武
議
官
由
利
公
正
少
丞
子
安
峻
大
丞
楠
本
正
隆
戸
籍
権
助
村
上
政
養
五
等
出
仕
関
義
臣
租
税
七
等
河
野
通
猷
五
等
出
仕
辻
新
次
四
等
出
仕
平
岡
通
義
四
等
出
仕
箕
作
麟
祥
六
等
出
仕
金
井
信
之
権
少
史
横
田
香
苗
議
官
秋
月
種
樹
少
丞
平
井
希
昌
少
丞
武
井
守
正
戸
籍
七
等
長
沼
蜻
洲
六
等
出
仕
坂
田
伯
孝
租
税
七
等
高
橋
新
吉
五
等
出
仕
三
宅
秀
六
等
出
仕
高
石
和
道
六
等
出
仕
小
原
重
哉
七
等
出
仕
新
宮
拙
蔵
権
少
史
北
川
泰
明
議
官
福
羽
美
静
少
丞
森
山
茂
少
丞
北
代
正
臣
駅
逓
頭
前
島
密
六
等
出
仕
土
山
盛
有
租
税
七
等
中
村
元
雄
六
等
出
仕
入
江
文
郎
七
等
出
仕
田
代
苗
臣
六
等
出
仕
原
田
種
成
七
等
出
仕
八
木
下
信
之
権
少
史
三
田
葆
光
議
官
佐
々
木
高
行
四
等
出
仕
田
辺
太
一
少
丞
松
平
正
直
駅
逓
権
助
真
中
忠
直
六
等
出
仕
岩
崎
小
二
郎
租
税
七
等
小
林
好
愛
六
等
出
仕
小
林
儀
秀
七
等
出
仕
羽
田
均
六
等
出
仕
藤
田
高
之
七
等
出
仕
柳
田
友
卿
権
少
史
林
直
庸
議
官
斎
藤
利
行
五
等
出
仕
中
山
信
彬
四
等
出
仕
町
田
久
成
駅
逓
七
等
塚
原
周
造
六
等
出
仕
河
北
俊
弼
租
税
七
等
有
尾
敬
重
六
等
出
仕
内
村
良
蔵
七
等
出
仕
上
田
可
貞
六
等
出
仕
高
木
秀
臣
七
等
出
仕
永
山
武
四
郎
権
少
史
川
北
長
顒
議
官
山
口
尚
芳
五
等
出
仕
野
村
靖
四
等
出
仕
長
与
専
斎
駅
逓
七
等
小
笠
原
賢
蔵
六
等
出
仕
北
村
泰
一
紙
幣
頭
得
能
良
介
七
等
出
仕
樫
村
清
徳
工
学
権
頭
大
鳥
圭
介
七
等
出
仕
杉
山
孝
敏
七
等
出
仕
山
口
顕
六
等
出
仕
杉
亨
二
議
官
吉
井
友
実
五
等
出
仕
柴
田
昌
吉
五
等
出
仕
何
礼
之
土
木
頭
林
友
幸
七
等
出
仕
川
路
寛
堂
紙
幣
権
頭
渡
辺
弘
中
督
学
野
村
素
介
工
学
権
助
小
林
雄
七
郎
七
等
出
仕
福
原
芳
山
七
等
出
仕
岡
本
長
之
七
等
出
仕
藤
田
健
議
官
黒
田
清
綱
六
等
出
仕
大
原
重
実
五
等
出
仕
田
中
芳
男
土
木
権
頭
石
井
省
一
郎
七
等
出
仕
佐
伯
惟
聲
紙
幣
助
須
藤
時
一
郎
中
督
学
畠
山
義
成
工
学
七
等
赤
司
欽
一
七
等
出
仕
草
野
允
素
七
等
出
仕
鈴
木
大
亮
七
等
出
仕
牟
田
口
元
学
議
官
陸
奥
宗
光
六
等
出
仕
長
田
銈
太
郎
五
等
出
仕
村
田
文
夫
土
木
助
小
野
修
一
郎
七
等
出
仕
天
野
仙
輔
紙
幣
助
矢
島
作
郎
鉱
山
権
頭
大
島
高
任
七
等
出
仕
名
村
泰
蔵
七
等
出
仕
湯
地
定
基
七
等
出
仕
大
熊
敦
義
議
官
佐
野
常
民
六
等
出
仕
広
津
弘
信
五
等
出
仕
三
浦
安
土
木
権
助
岩
田
三
蔵
七
等
出
仕
大
谷
靖
紙
幣
権
助
一
川
研
三
教
部
省
鉱
山
助
朝
倉
盛
明
七
等
出
仕
中
田
憲
信
七
等
出
仕
村
橋
久
成
議
官
鳥
尾
小
弥
太
七
等
出
仕
瀬
脇
光
壽
五
等
出
仕
坂
部
長
照
土
木
五
等
中
村
孝
禧
七
等
出
仕
盧
高
朗
紙
幣
権
助
田
口
太
郎
卿
鉱
山
助
中
島
佐
衡
七
等
出
仕
小
田
切
盛
徳
大
判
官
松
本
十
郎
法
制
局
議
官
三
浦
梧
楼
七
等
出
仕
古
沢
経
範
六
等
出
仕
平
岡
熈
一
地
理
頭
杉
浦
譲
七
等
出
仕
小
代
靖
紙
幣
六
等
土
山
盛
有
大
輔
宍
戸
璣
鉱
山
権
助
一
条
基
緒
七
等
出
仕
岩
崎
維
慊
中
判
官
長
谷
部
卓
爾
長
官
伊
藤
博
文
議
官
津
田
出
七
等
出
仕
島
田
胤
則
六
等
出
仕
伊
地
知
貞
馨
地
理
五
等
桜
井
勉
七
等
出
仕
河
鰭
齊
紙
幣
七
等
藤
島
正
健
少
輔
鉱
山
権
助
伊
東
保
義
七
等
出
仕
増
田
贊
中
判
官
堀
基
一
等
法
制
細
川
潤
次
郎
議
官
河
野
敏
鎌
特
命
全
権
公河
瀬
真
孝
六
等
出
仕
水
野
行
敏
地
理
六
等
室
田
秀
雄
造
幣
権
頭
 石
丸
安
世
出
納
頭
馬
渡
俊
邁
大
丞
三
島
通
庸
鉱
山
六
等
狛
林
之
助
七
等
出
仕
黒
川
誠
一
郎
中
判
官
西
村
貞
陽
二
等
法
制
井
上
毅
議
官
松
岡
時
敏
特
命
全
権
公榎
本
武
揚
六
等
出
仕
岡
田
好
樹
地
理
七
等
宮
島
信
吉
造
幣
権
助
久
世
喜
弘
出
納
助
能
勢
久
成
少
丞
鈴
木
魯
鉱
山
六
等
国
司
仙
吉
少
判
官
大
山
重
二
等
法
制
古
沢
滋
議
官
加
藤
弘
之
特
命
全
権
公吉
田
清
成
七
等
出
仕
桃
井
宣
三
地
理
七
等
福
岡
久
造
幣
権
助
大
野
直
輔
出
納
五
等
林
信
立
六
等
出
仕
足
立
正
聲
鉱
山
七
等
長
野
桂
次
郎
宮
内
省
少
判
官
調
所
広
丈
二
等
法
制
尾
崎
三
良
大
書
記
官
本
田
親
雄
特
命
全
権
公鮫
島
尚
信
七
等
出
仕
木
梨
精
一
郎
地
理
七
等
佐
藤
忠
寄
造
幣
四
等
長
谷
川
方
省
出
納
六
等
与
倉
守
人
七
等
出
仕
土
持
綱
幸
鉱
山
七
等
服
部
貞
幹
卿
徳
大
寺
実
則
少
判
官
安
田
定
則
三
等
法
制
櫻
井
能
監
権
大
書
記
河
津
祐
之
特
命
全
権
公上
野
景
範
七
等
出
仕
国
貞
廉
平
地
理
七
等
小
花
作
助
造
幣
六
等
長
谷
川
為
治
出
納
七
等
山
内
芳
秋
七
等
出
仕
八
木
雕
鉱
山
七
等
毛
利
重
輔
大
輔
万
里
小
路
博
房
幹
事
折
田
平
内
三
等
法
制
村
田
保
権
大
書
記
丸
岡
莞
爾
特
命
全
権
公青
木
周
蔵
七
等
出
仕
千
坂
高
雅
図
書
権
頭
尾
崎
三
良
造
幣
六
等
三
島
為
嗣
出
納
七
等
渡
辺
欽
一
郎
鉄
道
頭
井
上
勝
少
輔
杉
孫
七
郎
幹
事
小
牧
昌
業
四
等
法
制
山
崎
直
胤
権
大
書
記
永
井
尚
志
一
等
書
記
花
房
義
質
七
等
出
仕
岡
本
益
道
図
書
助
岡
谷
繁
実
造
幣
六
等
豊
原
百
太
郎
統
計
権
頭
深
江
順
暢
鉄
道
権
頭
太
田
資
政
大
丞
香
川
敬
三
侍
従
片
岡
利
和
四
等
法
制
股
野
琢
権
大
書
記
沼
間
守
一
一
等
書
記
中
野
健
明
七
等
出
仕
春
名
修
徳
造
幣
七
等
矢
島
庸
保
統
計
六
等
大
島
貞
益
鉄
道
助
佐
藤
政
養
大
丞
山
岡
鉄
太
郎
侍
従
太
田
左
門
権
大
書
記
細
川
広
世
一
等
書
記
本
野
盛
亨
七
等
出
仕
島
田
泰
夫
造
幣
七
等
加
藤
延
治
統
計
七
等
小
島
永
貞
鉄
道
助
竹
田
春
風
少
丞
児
玉
愛
二
郎
侍
従
山
口
正
定
権
少
書
記
戸
田
秋
成
権
大
書
記
藤
沢
次
謙
一
等
書
記
渡
辺
洪
基
七
等
出
仕
小
西
蘊
造
幣
七
等
丘
秀
興
検
査
頭
安
藤
就
高
鉄
道
助
瓜
生
寅
少
丞
堤
正
誼
侍
従
森
寺
常
徳
権
少
書
記
山
本
弘
少
書
記
官
横
山
由
清
一
等
書
記
鄭
永
寧
勧
業
権
頭
河
瀬
秀
治
造
幣
七
等
森
信
一
検
査
助
南
部
広
矛
鉄
道
権
助
佐
畑
信
之
五
等
出
仕
中
山
譲
治
侍
従
千
石
政
固
権
少
書
記
土
方
左
平
少
書
記
官
司
馬
盈
之
一
等
書
記
吉
田
二
郎
勧
業
権
助
岩
山
敬
義
造
幣
七
等
大
野
規
周
検
査
五
等
橋
本
安
治
電
信
頭
芳
川
顕
正
鉄
道
権
助
田
尻
義
隆
六
等
出
仕
桜
井
純
造
一
等
侍
講
伊
地
知
正
治
権
少
書
記
賀
川
純
一
少
書
記
官
大
井
憲
太
郎
一
等
書
記
品
川
弥
二
郎
勧
業
四
等
大
鳥
圭
介
造
幣
七
等
杉
谷
孝
優
検
査
六
等
海
老
原
和
一
電
信
権
頭
石
井
忠
亮
鉄
道
権
助
花
房
端
連
六
等
出
仕
津
田
信
弘
二
等
侍
講
福
羽
美
静
権
少
書
記
草
野
政
信
少
書
記
官
北
垣
国
道
二
等
書
記
市
川
文
吉
勧
業
五
等
田
中
芳
男
造
幣
七
等
岡
本
和
検
査
七
等
大
竹
良
平
電
信
助
福
田
重
固
鉄
道
権
助
飯
田
俊
徳
七
等
出
仕
竹
内
節
三
等
侍
講
西
村
茂
樹
権
少
書
記
岩
神
昂
少
書
記
官
馬
屋
原
彰
二
等
書
記
桜
田
親
義
勧
業
六
等
山
高
信
離
租
税
頭
松
方
正
義
検
査
七
等
則
武
正
副
電
信
権
助
奥
村
基
晴
鉄
道
六
等
財
満
実
信
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
三
等
侍
講
元
田
永
孚
権
少
書
記
安
居
修
蔵
権
少
書
記
中
江
篤
助
三
等
書
記
鈴
木
金
蔵
勧
業
六
等
塩
田
真
租
税
権
頭
吉
原
重
俊
検
査
七
等
浜
弘
一
電
信
七
等
原
田
隆
造
鉄
道
六
等
伊
東
勅
典
侍
従
長
東
久
世
通
禧
三
等
侍
医
伊
東
方
成
三
等
書
記
志
賀
親
朋
勧
業
六
等
関
沢
明
清
租
税
助
石
渡
貞
夫
国
債
頭
郷
純
造
電
信
七
等
石
丸
源
作
鉄
道
六
等
野
田
益
晴
侍
従
番
長
米
田
虎
雄
三
等
侍
医
岩
佐
純
領
事
品
川
忠
道
三
等
書
記
厚
東
樹
臣
勧
業
七
等
佐
々
木
長
淳
租
税
助
若
山
儀
一
国
債
助
齋
藤
次
郎
太
製
作
頭
大
鳥
圭
介
鉄
道
七
等
小
野
友
五
郎
侍
従
番
長
高
崎
正
風
五
等
侍
医
伊
東
盛
貞
領
事
福
島
九
成
三
等
書
記
鈴
木
貫
一
勧
業
七
等
富
田
冬
三
租
税
助
立
田
彰
信
国
債
六
等
岩
崎
小
二
郎
製
作
権
頭
香
川
真
一
鉄
道
七
等
安
田
壽
隣
侍
従
堀
河
康
隆
五
等
侍
医
竹
内
正
信
副
領
事
冨
田
銕
之
助
三
等
書
記
本
間
清
雄
勧
業
七
等
青
山
純
租
税
権
助
長
岡
義
之
国
債
七
等
松
岡
重
美
製
作
権
助
伊
勢
煥
鉄
道
七
等
頴
川
君
平
侍
従
高
辻
修
長
六
等
侍
医
高
階
経
徳
副
領
事
高
木
三
郎
三
等
書
記
中
島
才
吉
勧
業
七
等
鈴
木
利
亨
租
税
権
助
星
亨
国
債
七
等
松
尾
臣
善
製
作
六
等
宇
都
宮
三
郎
灯
台
頭
佐
藤
与
三
侍
従
富
小
路
敬
直
六
等
侍
医
船
曳
清
脩
副
領
事
安
藤
太
郎
総
領
事
河
瀬
真
孝
勧
業
七
等
武
田
昌
次
租
税
権
助
横
山
貞
秀
国
債
七
等
神
山
聞
製
作
六
等
渡
辺
蒿
蔵
灯
台
権
頭
原
隆
義
侍
従
西
四
辻
公
業
六
等
侍
医
猿
渡
盛
雅
副
領
事
池
田
寛
治
領
事
中
村
博
愛
租
税
権
助
市
川
正
寧
記
録
頭
遠
藤
謹
助
製
作
六
等
岡
部
利
輔
灯
台
助
長
谷
川
嘉
道
侍
従
東
園
基
愛
六
等
侍
医
山
川
幸
喜
租
税
権
助
宍
戸
昌
記
録
五
等
伊
東
武
重
製
作
七
等
藤
本
盤
蔵
灯
台
七
等
船
越
寛
侍
従
綾
小
路
有
良
六
等
侍
医
岩
井
克
俊
租
税
権
助
林
正
明
記
録
七
等
小
菅
揆
一
侍
従
北
条
氏
恭
三
等
薬
剤
官岩
井
克
俊
※
法
制
官
は
法
制
と
略
記
し
た
。
　
※
書
記
官
は
一
部
で
書
記
と
略
記
し
た
。
　
※
特
命
全
権
公
使
は
特
命
全
権
と
略
記
し
た
。
 
※
各
寮
出
仕
は
、
勧
業
寮
六
等
出
仕
を
勧
業
六
等
の
よ
う
に
、
寮
名
官
等
で
略
記
し
た
。
　
※
薬
剤
官
は
、
薬
剤
と
略
記
し
た
。
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表
4
　
明
治
9
年
11
月
表
4（
明
治
9年
11
月
）
正
院
元
老
院
外
務
省
内
務
省
大
蔵
省
文
部
省
工
部
省
司
法
省
開
拓
使
大
史
土
方
久
元
議
長
有
栖
川
宮
熾
仁
卿
寺
島
宗
則
卿
大
久
保
利
通
勧
業
七
等
青
山
純
卿
大
隈
重
信
租
税
権
助
林
正
明
卿
卿
伊
藤
博
文
卿
大
木
喬
任
長
官
黒
田
清
隆
権
大
史
中
村
弘
毅
副
議
長
大
輔
鮫
島
尚
信
大
輔
勧
業
七
等
武
田
昌
次
大
輔
松
方
正
義
租
税
七
等
渡
辺
牧
太
大
輔
田
中
不
二
麿
大
輔
山
尾
庸
三
大
輔
山
田
顕
義
次
官
権
大
史
巖
谷
修
幹
事
陸
奥
宗
光
少
輔
少
輔
林
友
幸
勧
業
七
等
杉
山
一
成
少
輔
租
税
七
等
坂
井
保
祐
少
輔
少
輔
少
輔
 
中
判
官
長
谷
部
卓
爾
権
大
史
日
下
部
東
作
幹
事
河
野
敏
鎌
大
丞
宮
本
小
一
少
輔
前
島
密
勧
業
七
等
人
見
寧
大
丞
郷
純
造
租
税
七
等
有
島
武
大
丞
九
鬼
隆
一
大
丞
吉
井
正
澄
大
丞
青
山
貞
中
判
官
堀
基
権
大
史
品
川
弥
二
郎
議
官
長
谷
信
篤
大
丞
花
房
義
質
大
丞
河
瀬
秀
治
駅
逓
頭
前
島
密
大
丞
遠
藤
謹
助
租
税
七
等
植
村
昌
茂
大
丞
西
村
茂
樹
大
丞
芳
川
顕
正
大
丞
渡
辺
驥
中
判
官
西
村
貞
陽
少
史
作
間
一
介
議
官
壬
生
基
修
大
丞
塩
田
三
郎
大
丞
杉
浦
譲
駅
逓
助
真
中
忠
直
大
丞
得
能
良
介
租
税
七
等
託
摩
之
武
権
大
丞
中
嶋
永
元
権
大
丞
大
野
誠
大
丞
鶴
田
皓
少
判
官
調
所
広
丈
少
史
平
井
希
昌
議
官
柳
原
前
光
大
丞
田
辺
太
一
大
丞
村
田
氏
壽
駅
逓
権
助
横
山
貞
秀
大
丞
吉
原
重
俊
租
税
七
等
河
野
通
猷
権
大
丞
辻
新
次
権
大
丞
林
董
大
丞
箕
作
麟
祥
少
判
官
安
田
定
則
少
史
杉
亨
二
議
官
大
給
恆
権
大
丞
中
山
信
彬
大
丞
松
田
道
之
駅
逓
権
助
塚
原
周
造
権
大
丞
立
嘉
度
租
税
七
等
高
橋
新
吉
少
丞
内
村
良
蔵
権
大
丞
福
原
恭
輔
権
大
丞
牟
田
口
通
照
幹
事
折
田
平
内
権
少
史
谷
森
真
男
議
官
由
利
公
正
権
大
丞
石
橋
政
方
大
丞
楠
本
正
隆
駅
逓
七
等
小
笠
原
賢
蔵
権
大
丞
関
義
臣
租
税
七
等
中
村
元
雄
四
等
出
仕
長
与
専
斎
少
丞
安
川
繁
成
少
丞
藤
田
高
之
幹
事
小
牧
昌
業
権
少
史
野
口
常
共
議
官
秋
月
種
樹
権
大
丞
子
安
峻
大
丞
長
与
専
斎
駅
逓
七
等
根
立
栄
少
丞
坂
田
伯
孝
租
税
七
等
小
林
好
愛
四
等
出
仕
池
田
謙
斎
権
少
丞
田
代
苗
臣
少
丞
高
木
秀
臣
三
等
出
仕
杉
浦
誠
権
少
史
金
井
之
恭
議
官
福
羽
美
静
権
大
丞
森
山
茂
大
丞
町
田
久
成
駅
逓
七
等
五
島
孝
継
少
丞
土
山
盛
有
租
税
七
等
有
尾
敬
重
六
等
出
仕
入
江
文
郎
権
少
丞
中
井
弘
少
丞
名
村
泰
蔵
四
等
出
仕
山
内
提
雲
　
権
少
史
久
米
邦
武
議
官
佐
々
木
高
行
権
大
丞
渡
辺
洪
基
大
丞
品
川
弥
二
郎
土
木
頭
林
友
幸
少
丞
岩
崎
小
二
郎
租
税
七
等
戸
叶
正
明
六
等
出
仕
小
林
儀
秀
少
丞
福
原
芳
山
五
等
出
仕
時
任
為
基
権
少
史
横
田
香
苗
議
官
斎
藤
利
行
少
丞
大
原
重
実
権
大
丞
武
井
守
正
土
木
権
頭
石
井
省
一
郎
少
丞
河
北
俊
弼
租
税
七
等
大
塚
義
達
六
等
出
仕
阿
部
泰
蔵
鉱
山
権
頭
大
島
高
任
少
丞
黒
川
誠
一
郎
六
等
出
仕
馬
島
譲
権
少
史
北
川
泰
明
議
官
山
口
尚
芳
少
丞
長
田
銈
太
郎
権
大
丞
北
代
正
臣
土
木
助
小
野
修
一
郎
少
丞
北
村
泰
一
租
税
七
等
久
野
謙
次
郎
七
等
出
仕
樫
村
清
徳
鉱
山
助
朝
倉
盛
明
少
丞
小
野
梓
六
等
出
仕
内
海
利
貞
権
少
史
三
田
葆
光
議
官
井
上
馨
権
少
丞
古
沢
経
範
権
大
丞
松
平
正
直
土
木
権
助
岩
田
三
蔵
権
少
丞
川
路
寛
堂
紙
幣
頭
得
能
良
介
中
督
学
野
村
素
介
鉱
山
助
中
島
佐
衡
権
少
丞
杉
山
孝
敏
六
等
出
仕
金
井
信
之
権
少
史
林
直
庸
議
官
吉
井
友
実
五
等
出
仕
柴
田
昌
吉
権
大
丞
何
礼
之
土
木
五
等
中
村
孝
禧
権
少
丞
佐
伯
惟
聲
紙
幣
権
頭
渡
辺
弘
鉱
山
権
助
一
条
基
緒
権
少
丞
草
野
允
素
六
等
出
仕
鈴
木
大
亮
権
少
史
川
北
長
顒
議
官
黒
田
清
綱
七
等
出
仕
瀬
脇
光
壽
権
大
丞
田
中
芳
男
地
理
頭
杉
浦
譲
権
少
丞
天
野
仙
輔
紙
幣
助
須
藤
時
一
郎
教
部
省
鉱
山
権
助
毛
利
重
輔
権
少
丞
中
田
憲
信
七
等
出
仕
八
木
下
信
之
権
少
史
藤
田
健
議
官
佐
野
常
民
七
等
出
仕
島
田
胤
則
権
大
丞
三
浦
安
地
理
助
室
田
秀
雄
権
少
丞
大
谷
靖
紙
幣
助
矢
島
作
郎
卿
鉱
山
六
等
狛
林
之
助
権
少
丞
小
田
切
盛
徳
七
等
出
仕
柳
田
友
卿
権
少
史
牟
田
口
元
学
議
官
津
田
出
七
等
出
仕
川
本
清
一
権
大
丞
坂
部
長
照
地
理
助
宮
島
信
吉
権
少
丞
盧
高
朗
紙
幣
助
一
川
研
三
大
輔
宍
戸
璣
鉱
山
六
等
国
司
仙
吉
権
少
丞
岩
崎
維
慊
七
等
出
仕
永
山
武
四
郎
六
等
出
仕
井
上
廉
議
官
松
岡
時
敏
七
等
出
仕
近
藤
真
鋤
権
大
丞
船
越
衛
地
理
権
助
佐
藤
忠
寄
権
少
丞
小
代
靖
紙
幣
権
助
藤
島
正
健
少
輔
大
久
保
一
翁
鉱
山
七
等
長
野
桂
次
郎
権
少
丞
増
田
贊
七
等
出
仕
山
口
顕
七
等
出
仕
大
熊
敦
義
議
官
中
島
信
行
七
等
出
仕
志
賀
親
朋
権
大
丞
石
井
邦
猷
地
理
権
助
小
花
作
助
権
少
丞
河
鰭
齊
紙
幣
権
助
加
藤
済
権
大
丞
鈴
木
魯
鉱
山
七
等
服
部
貞
幹
権
少
丞
周
布
公
平
七
等
出
仕
岡
本
長
之
七
等
出
仕
日
下
義
雄
議
官
楠
田
英
世
特
命
全
権
公河
瀬
真
孝
少
丞
岡
田
好
樹
地
理
五
等
桜
井
勉
権
少
丞
高
藤
三
郎
出
納
頭
林
信
立
少
丞
足
立
正
聲
鉄
道
頭
井
上
勝
権
少
丞
昌
谷
千
里
七
等
出
仕
湯
地
定
基
議
官
細
川
潤
次
郎
特
命
全
権
公榎
本
武
揚
少
丞
木
梨
精
一
郎
地
理
七
等
小
林
一
知
七
等
出
仕
石
橋
重
朝
出
納
助
能
勢
久
成
権
少
丞
土
持
綱
幸
鉄
道
権
頭
太
田
資
政
七
等
出
仕
猪
子
清
七
等
出
仕
村
橋
久
成
法
制
局
議
官
津
田
真
道
特
命
全
権
公吉
田
清
成
少
丞
平
岡
熈
一
地
理
七
等
山
本
清
十
造
幣
権
頭
 石
丸
安
世
出
納
助
与
倉
守
人
権
少
丞
八
木
雕
鉄
道
助
竹
田
春
風
七
等
出
仕
坂
谷
素
七
等
出
仕
佐
藤
秀
顕
長
官
伊
藤
博
文
議
官
水
本
成
美
特
命
全
権
公上
野
景
範
少
丞
岡
谷
繁
実
地
理
七
等
片
山
重
範
造
幣
権
助
久
世
喜
弘
出
納
権
助
山
内
芳
秋
鉄
道
助
瓜
生
寅
主
事
井
上
毅
議
官
神
田
孝
平
特
命
全
権
公青
木
周
蔵
少
丞
岩
崎
小
次
郎
造
幣
権
助
大
野
直
輔
出
納
権
助
渡
辺
欽
一
郎
鉄
道
権
助
佐
畑
信
之
宮
内
省
一
等
法
制
松
田
道
之
大
書
記
官
本
田
親
雄
特
命
全
権
公森
有
礼
権
少
丞
千
坂
高
雅
造
幣
四
等
長
谷
川
方
省
出
納
権
助
飯
田
巽
鉄
道
権
助
田
尻
義
隆
卿
徳
大
寺
実
則
侍
従
北
条
氏
恭
一
等
法
制
鶴
田
皓
権
大
書
記
河
津
祐
之
一
等
書
記
中
野
健
明
権
少
丞
岡
本
益
道
地
租
改
正
事
務
局
造
幣
六
等
長
谷
川
為
治
出
納
五
等
伊
東
武
重
鉄
道
権
助
花
房
端
連
大
輔
万
里
小
路
博
房
侍
従
片
岡
利
和
一
等
法
制
吉
原
重
俊
権
大
書
記
沼
間
守
一
一
等
書
記
鄭
永
寧
権
少
丞
春
名
修
徳
総
裁
大
久
保
利
通
造
幣
六
等
三
島
為
嗣
出
納
七
等
長
岡
長
芳
鉄
道
権
助
飯
田
俊
徳
少
輔
杉
孫
七
郎
侍
従
太
田
左
門
一
等
法
制
原
田
一
道
権
大
書
記
藤
沢
次
謙
一
等
書
記
吉
田
二
郎
権
少
丞
島
田
泰
夫
三
等
出
仕
松
方
正
義
造
幣
六
等
豊
原
百
太
郎
統
計
権
頭
深
江
順
暢
鉄
道
六
等
財
満
実
信
大
丞
香
川
敬
三
侍
従
山
口
正
定
一
等
法
制
小
沢
武
雄
権
大
書
記
細
川
広
世
二
等
書
記
市
川
文
吉
権
少
丞
小
西
蘊
四
等
出
仕
松
田
道
之
造
幣
七
等
矢
島
庸
保
統
計
助
大
島
貞
益
鉄
道
六
等
伊
東
勅
典
大
丞
山
岡
鉄
太
郎
侍
従
千
石
政
固
一
等
法
制
林
清
康
少
書
記
官
横
山
由
清
二
等
書
記
桜
田
親
義
権
少
丞
村
上
政
養
四
等
出
仕
吉
原
重
俊
造
幣
七
等
加
藤
延
治
検
査
頭
安
藤
就
高
鉄
道
六
等
野
田
益
晴
権
大
丞
児
玉
愛
二
郎
侍
従
鍋
島
直
彬
一
等
法
制
九
鬼
隆
一
少
書
記
官
馬
屋
原
彰
二
等
書
記
鈴
木
金
蔵
権
少
丞
小
花
作
助
四
等
出
仕
安
藤
就
高
造
幣
七
等
森
直
文
検
査
権
頭
橋
本
安
治
鉄
道
七
等
小
野
友
五
郎
権
大
丞
堤
正
誼
一
等
侍
講
伊
地
知
正
治
一
等
法
制
尾
崎
三
良
少
書
記
官
戸
田
秋
成
二
等
書
記
鈴
木
貫
一
権
少
丞
鈴
木
利
亨
五
等
出
仕
松
平
正
直
造
幣
七
等
杉
谷
孝
優
検
査
助
南
部
広
矛
鉄
道
七
等
安
田
壽
隣
権
大
丞
中
山
譲
治
二
等
侍
講
福
羽
美
静
二
等
法
制
古
沢
滋
少
書
記
官
土
方
左
平
二
等
書
記
本
間
清
雄
五
等
出
仕
村
田
文
夫
五
等
出
仕
石
渡
貞
夫
造
幣
七
等
岡
本
和
検
査
助
海
老
原
和
一
製
作
六
等
宇
都
宮
三
郎
鉄
道
七
等
頴
川
君
平
少
丞
桜
井
純
造
三
等
侍
講
元
田
永
孚
二
等
法
制
中
山
信
彬
権
少
書
記
中
江
篤
助
三
等
書
記
厚
東
樹
臣
六
等
出
仕
水
野
行
敏
五
等
出
仕
桜
井
勉
造
幣
中
技
監大
野
規
周
検
査
権
助
大
竹
良
平
製
作
六
等
渡
辺
蒿
蔵
灯
台
頭
佐
藤
与
三
少
丞
津
田
信
弘
二
等
法
制
小
森
沢
長
政
権
少
書
記
山
本
弘
総
領
事
河
瀬
真
孝
六
等
出
仕
前
田
献
吉
六
等
出
仕
市
川
正
寧
造
幣
少
技
監加
納
夏
雄
検
査
権
助
則
武
正
副
製
作
六
等
岡
部
利
輔
灯
台
権
頭
原
隆
義
権
少
丞
竹
内
節
二
等
侍
医
伊
東
方
成
二
等
法
制
牟
田
口
通
照
権
少
書
記
安
居
修
蔵
総
領
事
品
川
忠
道
七
等
出
仕
桃
井
宣
三
六
等
出
仕
宍
戸
昌
造
幣
少
技
監丘
秀
興
検
査
権
助
浜
弘
一
製
作
六
等
伊
勢
煥
灯
台
助
長
谷
川
嘉
道
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
三
等
侍
医
岩
佐
純
三
等
法
制
櫻
井
能
監
領
事
中
村
博
愛
勧
業
頭
松
方
正
義
七
等
出
仕
託
摩
之
武
租
税
権
頭
吉
原
重
俊
国
債
頭
郷
純
造
製
作
七
等
藤
本
盤
蔵
灯
台
七
等
船
越
寛
侍
従
長
東
久
世
通
禧
三
等
侍
医
池
田
謙
斎
三
等
法
制
村
田
保
領
事
福
島
九
成
勧
業
権
助
岩
山
敬
義
七
等
出
仕
有
尾
敬
重
租
税
助
石
渡
貞
夫
国
債
助
齋
藤
次
郎
太
営
繕
頭
平
岡
通
義
電
信
頭
芳
川
顕
正
侍
従
番
長
米
田
虎
雄
四
等
侍
医
伊
東
盛
貞
三
等
法
制
渡
正
元
領
事
南
保
勧
業
権
助
橋
本
正
人
七
等
出
仕
紅
林
武
治
租
税
助
若
山
儀
一
国
債
助
岩
崎
小
二
郎
営
繕
助
高
石
和
道
電
信
権
頭
石
井
忠
亮
侍
従
番
長
高
崎
正
風
四
等
侍
医
竹
内
正
信
三
等
法
制
静
間
健
介
領
事
柳
谷
謙
太
郎
勧
業
四
等
大
鳥
圭
介
七
等
出
仕
吉
田
六
三
郎
租
税
助
立
田
彰
信
国
債
七
等
松
岡
重
美
営
繕
権
助
上
田
可
貞
電
信
助
福
田
重
固
侍
従
堀
河
康
隆
六
等
侍
医
高
階
経
徳
三
等
法
制
田
口
太
郎
副
領
事
冨
田
銕
之
助
勧
業
五
等
田
中
芳
男
七
等
出
仕
戸
叶
正
明
租
税
助
本
野
盛
亨
国
債
七
等
松
尾
臣
善
営
繕
権
助
熊
倉
美
雅
電
信
権
助
奥
村
基
晴
侍
従
高
辻
修
長
六
等
侍
医
船
曳
清
脩
三
等
法
制
足
立
正
聲
副
領
事
高
木
三
郎
勧
業
六
等
山
高
信
離
七
等
出
仕
久
野
謙
次
郎
租
税
権
助
長
岡
義
之
国
債
七
等
神
山
聞
営
繕
六
等
羽
田
均
電
信
七
等
石
丸
源
作
侍
従
富
小
路
敬
直
六
等
侍
医
猿
渡
盛
雅
三
等
法
制
山
崎
直
胤
副
領
事
安
藤
太
郎
勧
業
六
等
塩
田
真
七
等
出
仕
大
塚
義
達
租
税
権
助
星
亨
記
録
頭
遠
藤
謹
助
工
学
頭
大
鳥
圭
介
製
作
頭
大
鳥
圭
介
侍
従
西
四
辻
公
業
六
等
侍
医
山
川
幸
喜
三
等
法
制
股
野
琢
副
領
事
池
田
寛
治
勧
業
六
等
関
沢
明
清
租
税
権
助
横
山
貞
秀
記
録
権
助
小
菅
揆
一
工
学
権
助
赤
司
欽
一
製
作
権
助
赤
司
欽
一
侍
従
東
園
基
愛
六
等
侍
医
岩
井
克
俊
四
等
法
制
末
松
謙
澄
副
領
事
成
富
清
風
勧
業
六
等
佐
々
木
長
淳
租
税
権
助
市
川
正
寧
記
録
七
等
吉
村
正
義
侍
従
綾
小
路
有
良
三
等
薬
剤
官岩
井
克
俊
副
領
事
中
島
才
吉
※
法
制
官
は
法
制
と
略
記
し
た
。
　
※
書
記
官
は
一
部
で
書
記
と
略
記
し
た
。
　
※
各
寮
出
仕
は
、
勧
業
寮
六
等
出
仕
を
勧
業
六
等
の
よ
う
に
、
寮
名
官
等
で
略
記
し
た
。
※
技
監
は
技
と
略
記
し
た
。
　
※
薬
剤
官
は
薬
剤
と
略
記
し
た
。
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明
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表
5（
明
治
10
年
11
月
）
正
院
元
老
院
外
務
省
内
務
省
大
蔵
省
文
部
省
工
部
省
司
法
省
宮
内
省
開
拓
使
大
書
記
官
中
村
弘
毅
議
長
有
栖
川
宮
熾
仁
卿
寺
島
宗
則
卿
大
久
保
利
通
卿
大
隈
重
信
卿
卿
伊
藤
博
文
卿
大
木
喬
任
卿
徳
大
寺
実
則
長
官
黒
田
清
隆
大
書
記
官
巖
谷
修
副
議
長
大
輔
鮫
島
尚
信
大
輔
大
輔
松
方
正
義
大
輔
田
中
不
二
麿
大
輔
山
尾
庸
三
大
輔
山
田
顕
義
大
輔
次
官
大
書
記
官
日
下
部
東
作
幹
事
陸
奥
宗
光
少
輔
少
輔
林
友
幸
少
輔
少
輔
神
田
孝
平
少
輔
井
上
勝
少
輔
 
少
輔
杉
孫
七
郎
大
書
記
官
山
内
提
雲
　
大
書
記
官
尾
崎
三
良
幹
事
河
野
敏
鎌
大
書
記
官
宮
本
小
一
少
輔
前
島
密
大
書
記
官
郷
純
造
大
書
記
官
野
村
素
介
鉄
道
局
大
書
記
官
青
山
貞
大
書
記
官
香
川
敬
三
大
書
記
官
堀
基
少
書
記
官
谷
森
真
男
議
官
東
久
世
通
禧
大
書
記
官
田
辺
太
一
大
書
記
官
松
田
道
之
大
書
記
官
遠
藤
謹
助
大
書
記
官
九
鬼
隆
一
局
長
井
上
勝
大
書
記
官
渡
辺
驥
大
書
記
官
山
岡
鉄
太
郎
大
書
記
官
西
村
貞
陽
少
書
記
官
野
口
常
共
議
官
柳
原
前
光
大
書
記
官
塩
田
三
郎
大
書
記
官
品
川
弥
二
郎
少
書
記
官
深
江
順
暢
大
書
記
官
西
村
茂
樹
権
大
書
記
官
大
野
誠
大
書
記
官
鶴
田
皓
権
大
書
記
官
児
玉
愛
二
郎
権
大
書
記
調
所
広
丈
少
書
記
官
金
井
之
恭
議
官
大
給
恒
大
書
記
官
花
房
義
質
少
書
記
官
木
梨
精
一
郎
少
書
記
官
土
山
盛
有
権
大
書
記
官
中
嶋
永
元
少
書
記
官
飯
田
俊
徳
大
書
記
官
箕
作
麟
祥
権
大
書
記
官
堤
正
誼
権
大
書
記
安
田
定
則
少
書
記
官
久
米
邦
武
議
官
秋
月
種
樹
権
大
書
記
石
橋
政
方
権
少
書
記
官
小
花
作
助
少
書
記
官
北
村
泰
一
権
大
書
記
官
辻
新
次
少
書
記
官
伊
東
勅
典
権
大
書
記
牟
田
口
通
照
少
書
記
官
桜
井
純
造
権
大
書
記
時
任
為
基
少
書
記
官
横
田
香
苗
議
官
福
羽
美
静
権
大
書
記
渡
辺
洪
基
勧
農
局
権
少
書
記
官
佐
伯
惟
聲
少
書
記
官
財
満
実
信
少
書
記
官
高
木
秀
臣
権
少
書
記
官
竹
内
節
少
書
記
官
小
牧
昌
業
少
書
記
官
牟
田
口
元
学
議
官
佐
々
木
高
行
権
大
書
記
吉
田
二
郎
局
長
松
方
正
義
権
少
書
記
官
大
谷
靖
地
租
改
正
事
務
局
少
書
記
官
野
田
益
晴
少
書
記
官
名
村
泰
蔵
権
少
書
記
官
小
河
一
敏
少
書
記
官
折
田
平
内
権
少
書
記
大
熊
敦
義
議
官
斎
藤
利
行
少
書
記
官
長
田
銈
太
郎
少
書
記
官
岩
山
敬
義
権
少
書
記
官
天
野
仙
輔
総
裁
大
久
保
利
通
権
少
書
記
官
頴
川
君
平
少
書
記
官
黒
川
誠
一
郎
一
等
侍
補
徳
大
寺
実
則
少
書
記
官
内
海
利
貞
権
少
書
記
多
田
好
問
議
官
山
口
尚
芳
少
書
記
官
冨
田
銕
之
助
少
書
記
官
橋
本
正
人
権
少
書
記
官
河
鰭
齊
三
等
出
仕
松
方
正
義
鉱
山
局
少
書
記
官
小
野
梓
一
等
侍
補
吉
井
友
実
少
書
記
官
金
井
信
之
調
査
局
議
官
井
上
馨
権
少
書
記
古
沢
経
範
少
書
記
官
佐
々
木
長
淳
権
少
書
記
官
盧
高
朗
四
等
出
仕
松
田
道
之
局
長
/大
書
記
官
佐
藤
与
三
権
少
書
記
杉
山
孝
敏
一
等
侍
補
土
方
久
元
少
書
記
官
鈴
木
大
亮
長
官
土
方
久
元
議
官
宍
戸
璣
権
少
書
記
近
藤
真
鋤
駅
逓
局
権
少
書
記
官
高
藤
三
郎
四
等
出
仕
吉
原
重
俊
権
大
書
記
官
朝
倉
盛
明
二
等
侍
補
元
田
永
孚
少
書
記
官
柳
田
友
卿
大
書
記
官
中
村
弘
毅
議
官
黒
田
清
綱
特
命
全
権
公榎
本
武
揚
局
長
前
島
密
権
少
書
記
官
石
橋
重
朝
四
等
出
仕
安
藤
就
高
少
書
記
官
長
谷
川
嘉
道
二
等
侍
補
高
崎
正
風
権
少
書
記
永
山
武
四
郎
権
大
書
記
作
間
一
介
議
官
佐
野
常
民
特
命
全
権
公上
野
景
範
権
大
書
記
官
真
中
忠
直
権
少
書
記
官
加
藤
済
五
等
出
仕
松
平
正
直
少
書
記
官
毛
利
重
輔
三
等
侍
補
米
田
虎
雄
権
少
書
記
岡
本
長
之
権
大
書
記
杉
亨
二
議
官
津
田
出
特
命
全
権
公吉
田
清
成
少
書
記
官
塚
原
周
造
租
税
局
五
等
出
仕
石
渡
貞
夫
少
書
記
官
国
司
仙
吉
三
等
侍
補
鍋
島
直
彬
権
少
書
記
山
口
顕
少
書
記
官
井
上
廉
議
官
松
岡
時
敏
特
命
全
権
公青
木
周
蔵
勧
商
局
局
長
/大
書
記
官
吉
原
重
俊
五
等
出
仕
桜
井
勉
権
少
書
記
官
佐
々
木
和
三
郎
三
等
侍
補
山
口
正
定
権
少
書
記
八
木
下
信
之
議
官
中
島
信
行
特
命
全
権
公森
有
礼
局
長
/大
書
記
官
河
瀬
秀
治
権
大
書
記
官
立
田
彰
信
六
等
出
仕
市
川
正
寧
権
少
書
記
官
足
立
太
郎
二
等
侍
講
元
田
永
孚
権
少
書
記
村
橋
久
成
議
官
楠
田
英
世
一
等
書
記
中
村
博
愛
権
少
書
記
官
鈴
木
利
亨
権
少
書
記
官
中
村
元
雄
七
等
出
仕
託
摩
之
武
権
少
技
長
狛
林
之
助
侍
従
堀
河
康
隆
権
少
書
記
湯
地
定
基
法
制
局
議
官
細
川
潤
次
郎
一
等
書
記
中
野
健
明
地
理
局
権
少
書
記
官
小
林
好
愛
七
等
出
仕
有
尾
敬
重
電
信
局
侍
従
高
辻
修
長
権
少
書
記
佐
藤
秀
顕
長
官
伊
藤
博
文
議
官
水
本
成
美
一
等
書
記
鄭
永
寧
局
長
/権
大
書
記
官桜
井
勉
権
少
書
記
官
有
島
武
七
等
出
仕
紅
林
武
治
局
長
/大
書
記
官
芳
川
顕
正
侍
従
富
小
路
敬
直
権
少
書
記
寺
田
良
輔
大
書
記
官
井
上
毅
議
官
津
田
真
道
二
等
書
記
市
川
文
吉
少
書
記
官
宮
島
信
吉
関
税
局
七
等
出
仕
吉
田
六
三
郎
少
書
記
官
福
田
重
固
侍
従
西
四
辻
公
業
大
書
記
官
尾
崎
三
良
議
官
大
久
保
一
翁
二
等
書
記
鈴
木
金
蔵
戸
籍
局
局
長
/大
書
記
官
吉
原
重
俊
七
等
出
仕
戸
叶
正
明
工
作
局
侍
従
東
園
基
愛
大
書
記
官
松
田
道
之
大
書
記
官
本
田
親
雄
二
等
書
記
鈴
木
貫
一
局
長
/権
大
書
記
官船
越
衛
権
少
書
記
官
有
島
武
七
等
出
仕
片
山
重
範
局
長
/大
書
記
官
大
鳥
圭
介
侍
従
綾
小
路
有
良
大
書
記
官
吉
原
重
俊
権
大
書
記
官河
津
祐
之
二
等
書
記
本
間
清
雄
社
寺
局
横
浜
/権
大
書
記
官本
野
盛
亨
七
等
出
仕
大
塚
義
達
少
書
記
官
赤
司
欽
一
侍
従
北
条
氏
恭
大
書
記
官
小
沢
武
雄
権
大
書
記
官沼
間
守
一
二
等
書
記
桜
田
親
義
局
長
/少
書
記
官
足
立
正
聲
神
戸
/少
書
記
官
長
岡
義
之
七
等
出
仕
久
野
謙
次
郎
少
書
記
官
渡
辺
蒿
蔵
侍
従
片
岡
利
和
大
書
記
官
原
田
一
道
少
書
記
官
細
川
広
世
二
等
書
記
三
宮
義
胤
土
木
局
大
阪
/少
書
記
官
長
岡
義
之
権
大
技
長
宇
都
宮
三
郎
侍
従
太
田
左
門
大
書
記
官
林
清
康
少
書
記
官
藤
沢
次
謙
総
領
事
品
川
忠
道
局
長
/権
大
書
記
官石
井
省
一
郎
長
崎
/権
少
書
記
官高
橋
新
吉
灯
台
局
侍
従
千
石
政
固
大
書
記
官
九
鬼
隆
一
少
書
記
官
馬
屋
原
彰
領
事
南
保
少
書
記
官
中
村
孝
禧
函
館
/権
少
書
記
官河
野
通
猷
権
少
書
記
官
渡
辺
欽
一
郎
局
長
/権
大
書
記
原
隆
義
一
等
侍
医
伊
東
方
成
大
書
記
官
鶴
田
皓
少
書
記
官
戸
田
秋
成
領
事
柳
谷
謙
太
郎
衛
生
局
検
査
局
権
少
書
記
官
飯
田
巽
権
少
書
記
官
船
越
寛
二
等
侍
医
池
田
謙
斎
権
大
書
記
古
沢
滋
領
事
高
木
三
郎
局
長
/大
書
記
官
長
与
専
斎
局
長
/大
書
記
官
安
藤
就
高
造
幣
局
営
繕
局
二
等
侍
医
岩
佐
純
権
大
書
記
小
森
沢
長
政
領
事
福
島
九
成
五
等
出
仕
前
田
献
吉
少
書
記
官
橋
本
安
治
局
長
/大
書
記
官
石
丸
安
世
局
長
/大
書
記
官
平
岡
通
義
三
等
侍
医
伊
東
盛
貞
権
大
書
記
牟
田
口
通
照
副
領
事
成
富
清
風
権
少
書
記
官
島
田
泰
夫
少
書
記
官
海
老
原
和
一
少
書
記
官
大
野
直
輔
少
書
記
官
石
井
忠
亮
三
等
侍
医
竹
内
正
信
少
書
記
官
渡
正
元
副
領
事
中
島
才
吉
図
書
局
権
少
書
記
官
浜
弘
一
少
書
記
官
三
島
為
嗣
権
少
書
記
官
上
田
可
貞
皇
太
后
宮
大
夫
万
里
小
路
博
房
少
書
記
官
村
田
保
副
領
事
安
藤
太
郎
局
長
/権
大
書
記
官何
礼
之
国
債
局
少
書
記
官
豊
原
百
太
郎
書
記
局
少
書
記
官
櫻
井
能
監
副
領
事
池
田
寛
治
博
物
局
局
長
/大
書
記
官
郷
純
造
権
少
書
記
官
長
谷
川
為
治
局
長
/大
書
記
官
芳
川
顕
正
少
書
記
官
静
間
健
介
局
長
/大
書
記
官
町
田
久
成
少
書
記
官
齋
藤
次
郎
太
少
技
師
大
野
規
周
権
大
書
記
官
林
董
少
書
記
官
山
崎
直
胤
権
大
書
記
官
田
中
芳
男
少
書
記
官
岩
崎
小
二
郎
紙
幣
局
会
計
局
少
書
記
官
股
野
琢
会
計
局
権
少
書
記
官
松
岡
重
美
局
長
/大
書
記
官
得
能
良
介
局
長
/権
大
書
記
安
川
繁
成
少
書
記
官
田
口
太
郎
局
長
/権
大
書
記
官武
井
守
正
権
少
書
記
官
松
尾
臣
善
少
書
記
官
一
川
研
三
検
査
局
少
書
記
官
小
野
梓
権
少
書
記
官
杉
山
一
成
出
納
局
権
少
書
記
官
藤
島
正
健
局
長
/権
大
書
記
安
川
繁
成
権
少
書
記
末
松
謙
澄
庶
務
局
局
長
/権
大
書
記
官伊
東
武
重
記
録
局
少
書
記
官
何
幸
五
局
長
/権
大
書
記
官松
平
正
直
少
書
記
官
与
倉
守
人
局
長
/大
書
記
官
遠
藤
謹
助
倉
庫
局
少
書
記
官
千
坂
高
雅
権
少
書
記
官
山
内
芳
秋
権
少
書
記
官
小
菅
揆
一
局
長
/少
書
記
官
中
井
弘
権
少
書
記
官
西
村
捨
三
権
少
書
記
官
長
岡
宗
芳
権
少
書
記
官
吉
村
正
義
※
書
記
官
は
、
一
部
で
書
記
と
略
記
し
た
。
　
※
特
命
全
権
公
使
は
特
命
全
権
と
略
記
し
た
。
※
関
税
局
に
お
け
る
地
名
は
、
そ
の
税
関
長
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
704
北川勝彦先生退職記念号
258
表
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明
治
10
年
11
月
表
5（
明
治
10
年
11
月
）
正
院
元
老
院
外
務
省
内
務
省
大
蔵
省
文
部
省
工
部
省
司
法
省
宮
内
省
開
拓
使
大
書
記
官
中
村
弘
毅
議
長
有
栖
川
宮
熾
仁
卿
寺
島
宗
則
卿
大
久
保
利
通
卿
大
隈
重
信
卿
卿
伊
藤
博
文
卿
大
木
喬
任
卿
徳
大
寺
実
則
長
官
黒
田
清
隆
大
書
記
官
巖
谷
修
副
議
長
大
輔
鮫
島
尚
信
大
輔
大
輔
松
方
正
義
大
輔
田
中
不
二
麿
大
輔
山
尾
庸
三
大
輔
山
田
顕
義
大
輔
次
官
大
書
記
官
日
下
部
東
作
幹
事
陸
奥
宗
光
少
輔
少
輔
林
友
幸
少
輔
少
輔
神
田
孝
平
少
輔
井
上
勝
少
輔
 
少
輔
杉
孫
七
郎
大
書
記
官
山
内
提
雲
　
大
書
記
官
尾
崎
三
良
幹
事
河
野
敏
鎌
大
書
記
官
宮
本
小
一
少
輔
前
島
密
大
書
記
官
郷
純
造
大
書
記
官
野
村
素
介
鉄
道
局
大
書
記
官
青
山
貞
大
書
記
官
香
川
敬
三
大
書
記
官
堀
基
少
書
記
官
谷
森
真
男
議
官
東
久
世
通
禧
大
書
記
官
田
辺
太
一
大
書
記
官
松
田
道
之
大
書
記
官
遠
藤
謹
助
大
書
記
官
九
鬼
隆
一
局
長
井
上
勝
大
書
記
官
渡
辺
驥
大
書
記
官
山
岡
鉄
太
郎
大
書
記
官
西
村
貞
陽
少
書
記
官
野
口
常
共
議
官
柳
原
前
光
大
書
記
官
塩
田
三
郎
大
書
記
官
品
川
弥
二
郎
少
書
記
官
深
江
順
暢
大
書
記
官
西
村
茂
樹
権
大
書
記
官
大
野
誠
大
書
記
官
鶴
田
皓
権
大
書
記
官
児
玉
愛
二
郎
権
大
書
記
調
所
広
丈
少
書
記
官
金
井
之
恭
議
官
大
給
恒
大
書
記
官
花
房
義
質
少
書
記
官
木
梨
精
一
郎
少
書
記
官
土
山
盛
有
権
大
書
記
官
中
嶋
永
元
少
書
記
官
飯
田
俊
徳
大
書
記
官
箕
作
麟
祥
権
大
書
記
官
堤
正
誼
権
大
書
記
安
田
定
則
少
書
記
官
久
米
邦
武
議
官
秋
月
種
樹
権
大
書
記
石
橋
政
方
権
少
書
記
官
小
花
作
助
少
書
記
官
北
村
泰
一
権
大
書
記
官
辻
新
次
少
書
記
官
伊
東
勅
典
権
大
書
記
牟
田
口
通
照
少
書
記
官
桜
井
純
造
権
大
書
記
時
任
為
基
少
書
記
官
横
田
香
苗
議
官
福
羽
美
静
権
大
書
記
渡
辺
洪
基
勧
農
局
権
少
書
記
官
佐
伯
惟
聲
少
書
記
官
財
満
実
信
少
書
記
官
高
木
秀
臣
権
少
書
記
官
竹
内
節
少
書
記
官
小
牧
昌
業
少
書
記
官
牟
田
口
元
学
議
官
佐
々
木
高
行
権
大
書
記
吉
田
二
郎
局
長
松
方
正
義
権
少
書
記
官
大
谷
靖
地
租
改
正
事
務
局
少
書
記
官
野
田
益
晴
少
書
記
官
名
村
泰
蔵
権
少
書
記
官
小
河
一
敏
少
書
記
官
折
田
平
内
権
少
書
記
大
熊
敦
義
議
官
斎
藤
利
行
少
書
記
官
長
田
銈
太
郎
少
書
記
官
岩
山
敬
義
権
少
書
記
官
天
野
仙
輔
総
裁
大
久
保
利
通
権
少
書
記
官
頴
川
君
平
少
書
記
官
黒
川
誠
一
郎
一
等
侍
補
徳
大
寺
実
則
少
書
記
官
内
海
利
貞
権
少
書
記
多
田
好
問
議
官
山
口
尚
芳
少
書
記
官
冨
田
銕
之
助
少
書
記
官
橋
本
正
人
権
少
書
記
官
河
鰭
齊
三
等
出
仕
松
方
正
義
鉱
山
局
少
書
記
官
小
野
梓
一
等
侍
補
吉
井
友
実
少
書
記
官
金
井
信
之
調
査
局
議
官
井
上
馨
権
少
書
記
古
沢
経
範
少
書
記
官
佐
々
木
長
淳
権
少
書
記
官
盧
高
朗
四
等
出
仕
松
田
道
之
局
長
/大
書
記
官
佐
藤
与
三
権
少
書
記
杉
山
孝
敏
一
等
侍
補
土
方
久
元
少
書
記
官
鈴
木
大
亮
長
官
土
方
久
元
議
官
宍
戸
璣
権
少
書
記
近
藤
真
鋤
駅
逓
局
権
少
書
記
官
高
藤
三
郎
四
等
出
仕
吉
原
重
俊
権
大
書
記
官
朝
倉
盛
明
二
等
侍
補
元
田
永
孚
少
書
記
官
柳
田
友
卿
大
書
記
官
中
村
弘
毅
議
官
黒
田
清
綱
特
命
全
権
公榎
本
武
揚
局
長
前
島
密
権
少
書
記
官
石
橋
重
朝
四
等
出
仕
安
藤
就
高
少
書
記
官
長
谷
川
嘉
道
二
等
侍
補
高
崎
正
風
権
少
書
記
永
山
武
四
郎
権
大
書
記
作
間
一
介
議
官
佐
野
常
民
特
命
全
権
公上
野
景
範
権
大
書
記
官
真
中
忠
直
権
少
書
記
官
加
藤
済
五
等
出
仕
松
平
正
直
少
書
記
官
毛
利
重
輔
三
等
侍
補
米
田
虎
雄
権
少
書
記
岡
本
長
之
権
大
書
記
杉
亨
二
議
官
津
田
出
特
命
全
権
公吉
田
清
成
少
書
記
官
塚
原
周
造
租
税
局
五
等
出
仕
石
渡
貞
夫
少
書
記
官
国
司
仙
吉
三
等
侍
補
鍋
島
直
彬
権
少
書
記
山
口
顕
少
書
記
官
井
上
廉
議
官
松
岡
時
敏
特
命
全
権
公青
木
周
蔵
勧
商
局
局
長
/大
書
記
官
吉
原
重
俊
五
等
出
仕
桜
井
勉
権
少
書
記
官
佐
々
木
和
三
郎
三
等
侍
補
山
口
正
定
権
少
書
記
八
木
下
信
之
議
官
中
島
信
行
特
命
全
権
公森
有
礼
局
長
/大
書
記
官
河
瀬
秀
治
権
大
書
記
官
立
田
彰
信
六
等
出
仕
市
川
正
寧
権
少
書
記
官
足
立
太
郎
二
等
侍
講
元
田
永
孚
権
少
書
記
村
橋
久
成
議
官
楠
田
英
世
一
等
書
記
中
村
博
愛
権
少
書
記
官
鈴
木
利
亨
権
少
書
記
官
中
村
元
雄
七
等
出
仕
託
摩
之
武
権
少
技
長
狛
林
之
助
侍
従
堀
河
康
隆
権
少
書
記
湯
地
定
基
法
制
局
議
官
細
川
潤
次
郎
一
等
書
記
中
野
健
明
地
理
局
権
少
書
記
官
小
林
好
愛
七
等
出
仕
有
尾
敬
重
電
信
局
侍
従
高
辻
修
長
権
少
書
記
佐
藤
秀
顕
長
官
伊
藤
博
文
議
官
水
本
成
美
一
等
書
記
鄭
永
寧
局
長
/権
大
書
記
官桜
井
勉
権
少
書
記
官
有
島
武
七
等
出
仕
紅
林
武
治
局
長
/大
書
記
官
芳
川
顕
正
侍
従
富
小
路
敬
直
権
少
書
記
寺
田
良
輔
大
書
記
官
井
上
毅
議
官
津
田
真
道
二
等
書
記
市
川
文
吉
少
書
記
官
宮
島
信
吉
関
税
局
七
等
出
仕
吉
田
六
三
郎
少
書
記
官
福
田
重
固
侍
従
西
四
辻
公
業
大
書
記
官
尾
崎
三
良
議
官
大
久
保
一
翁
二
等
書
記
鈴
木
金
蔵
戸
籍
局
局
長
/大
書
記
官
吉
原
重
俊
七
等
出
仕
戸
叶
正
明
工
作
局
侍
従
東
園
基
愛
大
書
記
官
松
田
道
之
大
書
記
官
本
田
親
雄
二
等
書
記
鈴
木
貫
一
局
長
/権
大
書
記
官船
越
衛
権
少
書
記
官
有
島
武
七
等
出
仕
片
山
重
範
局
長
/大
書
記
官
大
鳥
圭
介
侍
従
綾
小
路
有
良
大
書
記
官
吉
原
重
俊
権
大
書
記
官河
津
祐
之
二
等
書
記
本
間
清
雄
社
寺
局
横
浜
/権
大
書
記
官本
野
盛
亨
七
等
出
仕
大
塚
義
達
少
書
記
官
赤
司
欽
一
侍
従
北
条
氏
恭
大
書
記
官
小
沢
武
雄
権
大
書
記
官沼
間
守
一
二
等
書
記
桜
田
親
義
局
長
/少
書
記
官
足
立
正
聲
神
戸
/少
書
記
官
長
岡
義
之
七
等
出
仕
久
野
謙
次
郎
少
書
記
官
渡
辺
蒿
蔵
侍
従
片
岡
利
和
大
書
記
官
原
田
一
道
少
書
記
官
細
川
広
世
二
等
書
記
三
宮
義
胤
土
木
局
大
阪
/少
書
記
官
長
岡
義
之
権
大
技
長
宇
都
宮
三
郎
侍
従
太
田
左
門
大
書
記
官
林
清
康
少
書
記
官
藤
沢
次
謙
総
領
事
品
川
忠
道
局
長
/権
大
書
記
官石
井
省
一
郎
長
崎
/権
少
書
記
官高
橋
新
吉
灯
台
局
侍
従
千
石
政
固
大
書
記
官
九
鬼
隆
一
少
書
記
官
馬
屋
原
彰
領
事
南
保
少
書
記
官
中
村
孝
禧
函
館
/権
少
書
記
官河
野
通
猷
権
少
書
記
官
渡
辺
欽
一
郎
局
長
/権
大
書
記
原
隆
義
一
等
侍
医
伊
東
方
成
大
書
記
官
鶴
田
皓
少
書
記
官
戸
田
秋
成
領
事
柳
谷
謙
太
郎
衛
生
局
検
査
局
権
少
書
記
官
飯
田
巽
権
少
書
記
官
船
越
寛
二
等
侍
医
池
田
謙
斎
権
大
書
記
古
沢
滋
領
事
高
木
三
郎
局
長
/大
書
記
官
長
与
専
斎
局
長
/大
書
記
官
安
藤
就
高
造
幣
局
営
繕
局
二
等
侍
医
岩
佐
純
権
大
書
記
小
森
沢
長
政
領
事
福
島
九
成
五
等
出
仕
前
田
献
吉
少
書
記
官
橋
本
安
治
局
長
/大
書
記
官
石
丸
安
世
局
長
/大
書
記
官
平
岡
通
義
三
等
侍
医
伊
東
盛
貞
権
大
書
記
牟
田
口
通
照
副
領
事
成
富
清
風
権
少
書
記
官
島
田
泰
夫
少
書
記
官
海
老
原
和
一
少
書
記
官
大
野
直
輔
少
書
記
官
石
井
忠
亮
三
等
侍
医
竹
内
正
信
少
書
記
官
渡
正
元
副
領
事
中
島
才
吉
図
書
局
権
少
書
記
官
浜
弘
一
少
書
記
官
三
島
為
嗣
権
少
書
記
官
上
田
可
貞
皇
太
后
宮
大
夫
万
里
小
路
博
房
少
書
記
官
村
田
保
副
領
事
安
藤
太
郎
局
長
/権
大
書
記
官何
礼
之
国
債
局
少
書
記
官
豊
原
百
太
郎
書
記
局
少
書
記
官
櫻
井
能
監
副
領
事
池
田
寛
治
博
物
局
局
長
/大
書
記
官
郷
純
造
権
少
書
記
官
長
谷
川
為
治
局
長
/大
書
記
官
芳
川
顕
正
少
書
記
官
静
間
健
介
局
長
/大
書
記
官
町
田
久
成
少
書
記
官
齋
藤
次
郎
太
少
技
師
大
野
規
周
権
大
書
記
官
林
董
少
書
記
官
山
崎
直
胤
権
大
書
記
官
田
中
芳
男
少
書
記
官
岩
崎
小
二
郎
紙
幣
局
会
計
局
少
書
記
官
股
野
琢
会
計
局
権
少
書
記
官
松
岡
重
美
局
長
/大
書
記
官
得
能
良
介
局
長
/権
大
書
記
安
川
繁
成
少
書
記
官
田
口
太
郎
局
長
/権
大
書
記
官武
井
守
正
権
少
書
記
官
松
尾
臣
善
少
書
記
官
一
川
研
三
検
査
局
少
書
記
官
小
野
梓
権
少
書
記
官
杉
山
一
成
出
納
局
権
少
書
記
官
藤
島
正
健
局
長
/権
大
書
記
安
川
繁
成
権
少
書
記
末
松
謙
澄
庶
務
局
局
長
/権
大
書
記
官伊
東
武
重
記
録
局
少
書
記
官
何
幸
五
局
長
/権
大
書
記
官松
平
正
直
少
書
記
官
与
倉
守
人
局
長
/大
書
記
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　表 6 を見る限り、留学経験官僚数も、それを含めた洋行官僚数も明治 9 年までは一貫して
増加している。各組織の官員数の合計も同様に同年まで増加傾向にあるが、洋行・留学経験
官僚数の増加に比べて緩やかであるので、全体に占める洋行・留学経験官僚の比率は増加し
続けている。
　一方、明治 10 年には一転して、洋行官僚数が約 2 割、留学経験官僚数も約 14％減少して
いるが、各組織の官僚全体数も約 35％減少しており、全体と比べれば、洋行・留学経験官
僚とも減少幅は小さく、結果的に全体に占める割合は大きく伸びた。なぜこのとき官僚数が
これほど減少したのかと言えば、相次ぐ農民一揆を受けて、前年末に地租の税率を 3％から
2.5％に引き下げ、その収入減に対応すべく、歳出削減の一環として官制改革が実施されて、
組織の格下げや統廃合などにより、奏任官以上も含めた官僚の免職や降格が大胆に実施され
たためであった 16）。そのような中で、洋行官僚の減少幅が全体に比べて抑えられていたのは、
当時の政府における彼らの存在価値を示すものであろう。特に留学経験官僚はその減少割合
が他に比べ小さく、政府内で少なからず評価されていたことを窺わせる。
　なお、明治 7、8 年にかけては政府各組織でお雇い外国人数も減少に転じ 17）、洋行官僚、と
16）前掲「官僚制と軍隊」、214 ページ。
17）梅渓昇『お雇い外国人』（講談社、2007 年）、222 ページ。
表 6　洋行経験者数と割合（全体）
表６洋行経験者数と割合（全体）
明治 洋行官僚数 留学経験官僚数全体官員数洋行官僚割合留学官僚割合
6年 114 45 387 29.5 11.6
7年 129 63 422 30.6 14.9
8年 141 69 425 33.2 16.2
9年 153 78 440 34.8 17.7
10年 122 67 286 42.7 23.4
　　単位：人 　　　　単位：％
表 7　洋行経験者数と割合（各組織）
表７洋行経験者数と割合（各組織）
正院（調査局を含む） 法制局 左院・元老院 外務省 内務省 大蔵省
明治 洋行留学官員洋比留比洋行留学官員洋比留比洋行留学官員洋比留比洋行留学官員洋比留比洋行留学官員洋比留比洋行留学官員洋比留比
6年 11 6 46 24 13 6 1 28 21 4 23 9 45 51 20 20 6 82 24 7
7年 9 6 37 24 16 7 2 38 18 5 30 15 51 59 29 12 3 49 24 6 20 15 80 25 19
8年 1 0 18 6 0 7 5 9 78 56 12 2 43 28 5 28 15 47 60 32 21 7 63 33 11 21 17 84 25 20
9年 3 1 22 14 5 14 9 23 61 39 15 4 37 41 11 28 16 46 61 35 21 8 66 32 12 18 15 88 20 17
10年 2 1 16 13 6 15 11 22 68 50 14 3 30 47 10 25 16 36 69 44 15 5 32 47 16 12 11 49 24 22
文部省 教部省 工部省 司法省（判事検事除く） 宮内省 開拓使
明治 洋行留学官員洋比留比洋行留学官員洋比留比洋行留学官員洋比留比洋行留学官員洋比留比洋行留学官員洋比留比洋行留学官員洋比留比
6年 15 6 42 36 14 1 0 5 20 0 23 14 58 40 24 7 0 23 30 0 5 1 36 14 3 3 2 22 14 9
7年 12 5 26 46 19 1 0 6 17 0 22 13 54 41 24 7 1 23 30 4 7 3 37 19 8 2 1 21 10 5
8年 9 2 14 64 14 1 0 6 17 0 22 13 55 40 24 7 3 21 33 14 8 2 39 21 5 4 3 26 15 12
9年 8 2 13 62 15 1 0 6 17 0 23 12 53 43 23 8 4 23 35 17 9 3 40 23 8 4 3 23 17 13
10年 4 0 7 57 0 17 11 33 52 33 6 3 12 50 25 8 3 32 25 9 4 3 21 19 14
洋行は洋行官僚数、留学は留学経験官僚数、官員は全体官員数で、単位は人である。洋比は洋行官僚比率、留比は留学経験官僚比率で、単位は％である
また、空欄はその時期に当該組織が存在していなかったことを示す。※ 洋行は洋行官僚数、留学は留学経験官僚数、官員は官員全体数で、単位は人である。洋比は洋行官僚比
率、留比は留学経験官僚比率で、単位は％である。また、空欄はその時期に当該組織が存在していなかっ
たことを示す。
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りわけ留学経験官僚はそれを代替する役割を果たす必要もあったから、これらのデータはそ
のような環境とも整合的である。
（ 2 ）各組織の特徴
　続いて、それぞれの組織単位で全体数と洋行・留学経験官僚数及びその割合を 1 年毎にま
とめたものが表 7 である。
　まず一貫して外務省が洋行・留学経験官僚の人数・割合とも高い水準であることが特徴と
して挙げられる。職務上も当然のことであり、この傾向は明治零年代前半から継続するもの
でもあった 18）。
　次に、文部省における洋行官僚の割合が高いことも指摘できる。この傾向は零年代後半に
入ってからのものであり、時期によっては外務省を凌いでいる。これは文部省が明治 5 年の
学制制定以降、西洋的な教育制度を念頭に置いた制度改革を進めていたことにもよるのだろ
うが 19）、組織改革により本省官員の全体数が大幅に減少する中で、洋行官僚が数を減らしな
がらも一定数残ったことが大きく関係していた。
　工部省は、もともと明治零年代前半から洋行官僚の比率が高く、その高い西洋性を背景に
政策を推進してきた 20）。零年代後半も洋行官僚が高比率である傾向は継続し、人数としては
外務省に次ぐ水準で推移している。また西洋を模倣する事業を担当していることから、技術
面の要請もあって、留学経験官僚が多いことにも特徴があり、人数・比率とも外務省に次ぐ
レベルである。
　また、太政官法制局や元老院などの法制系統組織にも洋行官僚が多い 21）。各組織から提出
される法案などを審査・修正する組織でこのような傾向が顕著であることは、政府全体とし
て西洋を念頭に置いた政策形成・決定が進められる傾向にあったことを窺わせる。法制の近
代化などを担当する司法省でも洋行・留学経験官僚ともに、その割合を増しており、その意
味では法制分野に共通する傾向でもあった。
　特に法制局は、留学経験官僚の人数も多く、割合も高いから、より本格的に西洋を知る人
材で構成されていたことになる。この法制局と先の工部省はいずれも、留学経験のある伊藤
博文がトップで主導していたから、両組織に共通するこのような傾向に何らかの影響を与え
18）以下、明治零年代前半の洋行官僚については、注記しない限り、前掲『工部省の研究』第 8 章、参照。
19）倉沢剛『学制の研究』（講談社、1973 年）、参照。
20） 前掲『工部省の研究』、参照。
21） 立法審議機関の構成員たる元老院議官は、官僚と見做しがたい部分もあるが、事実上法案を審議して
修正を加えることが多く、かつ官選で他省幹部から異動することもしばしば見られるので、本稿では
官僚として扱う。
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りわけ留学経験官僚はそれを代替する役割を果たす必要もあったから、これらのデータはそ
のような環境とも整合的である。
（ 2 ）各組織の特徴
　続いて、それぞれの組織単位で全体数と洋行・留学経験官僚数及びその割合を 1 年毎にま
とめたものが表 7 である。
　まず一貫して外務省が洋行・留学経験官僚の人数・割合とも高い水準であることが特徴と
して挙げられる。職務上も当然のことであり、この傾向は明治零年代前半から継続するもの
でもあった 18）。
　次に、文部省における洋行官僚の割合が高いことも指摘できる。この傾向は零年代後半に
入ってからのものであり、時期によっては外務省を凌いでいる。これは文部省が明治 5 年の
学制制定以降、西洋的な教育制度を念頭に置いた制度改革を進めていたことにもよるのだろ
うが 19）、組織改革により本省官員の全体数が大幅に減少する中で、洋行官僚が数を減らしな
がらも一定数残ったことが大きく関係していた。
　工部省は、もともと明治零年代前半から洋行官僚の比率が高く、その高い西洋性を背景に
政策を推進してきた 20）。零年代後半も洋行官僚が高比率である傾向は継続し、人数としては
外務省に次ぐ水準で推移している。また西洋を模倣する事業を担当していることから、技術
面の要請もあって、留学経験官僚が多いことにも特徴があり、人数・比率とも外務省に次ぐ
レベルである。
　また、太政官法制局や元老院などの法制系統組織にも洋行官僚が多い 21）。各組織から提出
される法案などを審査・修正する組織でこのような傾向が顕著であることは、政府全体とし
て西洋を念頭に置いた政策形成・決定が進められる傾向にあったことを窺わせる。法制の近
代化などを担当する司法省でも洋行・留学経験官僚ともに、その割合を増しており、その意
味では法制分野に共通する傾向でもあった。
　特に法制局は、留学経験官僚の人数も多く、割合も高いから、より本格的に西洋を知る人
材で構成されていたことになる。この法制局と先の工部省はいずれも、留学経験のある伊藤
博文がトップで主導していたから、両組織に共通するこのような傾向に何らかの影響を与え
18）以下、明治零年代前半の洋行官僚については、注記しない限り、前掲『工部省の研究』第 8 章、参照。
19）倉沢剛『学制の研究』（講談社、1973 年）、参照。
20） 前掲『工部省の研究』、参照。
21） 立法審議機関の構成員たる元老院議官は、官僚と見做しがたい部分もあるが、事実上法案を審議して
修正を加えることが多く、かつ官選で他省幹部から異動することもしばしば見られるので、本稿では
官僚として扱う。
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ていた可能性も推測できよう。
　さらに内務省は、洋行・留学経験官僚の割合が増加していき、明治 10 年には半数近くが
洋行官僚で占められるようになった。明治 6 年末に開設され、組織整備が進められる中で西
洋に通じた人材も登用されていったのだろう。特に官営模範工場も含め、産業振興を担当す
る勧業部門にまとまって洋行官僚が在籍しているから、政策における必要性も考慮されてい
たと言えよう。勿論この分野の官僚が海外の博覧会に派遣され職務上洋行経験を積む機会に
恵まれていたことも関係している。
　一方で、内務省を分離する形となった大蔵省は、もともとは開明派官僚が多く集う組織で
あり 22）、明治零年代後半も洋行官僚を一定数擁していたが、割合としては省全体の 2 割程度
で推移し、増えてはいない。特に複数のお雇い外国人が残る造幣寮と、税関を管轄する租税
寮（明治 10 年には関税局）に、継続して集中している傾向にある。やはり政策上の必要性
が考慮されていたことを窺わせる。
　最後に、法制部門を除いた太政官スタッフ、教部省、開拓使は、洋行官僚の割合が 2 割以
下で、他組織に比べて相対的に低いことも指摘せねばならない（地租改正事務局も同様の傾
向を示している）。しかし、明治零年代前半には 1 割以下、場合によっては 0 の組織もあっ
たことからすると、政府全体として増加傾向にあることをかえって浮き彫りにするだろう。
そしてこのことは、宮内省でも、明治 7 年以降は洋行官僚の割合が 2 割を超えるようにな
ったことにも裏付けられる。
（ 3 ）退官した洋行官僚の検討
　以上のように、政府全体としても各組織においても洋行官僚の割合は増加していった。そ
して明治 10 年の官員削減で、洋行官僚や留学経験官僚の減少率が全体に比べて低かったこ
とによく表れているように、洋行官僚の価値は高かった。一方で、表を見る限り、貴重な価
値を帯びながら、本稿対象組織から外れた洋行官僚が複数存在していたことも明らかである。
以下、彼らの動向について検討する 23）。
　明治 6 年から 7 年にかけては、左院の中井弘、大蔵省の岡本健三郎、陸奥宗光、中島信行、
渋沢喜作、田中光顕、外務省の林有造、小松済治、工部省の和田義比、石黒寛二、松村文亮、
文部省の柳本直太郎、河津祐之、伴正順、司法省の岸良兼養、池田弥一の名前が表から消え
る。しかし、実際には中島が神奈川県令、田中が陸軍会計監督、松村が海軍少佐、池田が裁
22）前掲「開明派官僚の登場と展開」、176、177 ページ。
23） 以下、洋行官僚のその後の経歴などについては、前掲『海を越えた日本人名事典』、前掲『百官履歴』、
前掲「官員録」、前掲『職員録』のほか、国立公文書館所蔵「公文録」、「諸官進退」、「元老院勅奏官履
歴原書」、「枢密院高等官転免履歴書」、「叙位裁可書」、「叙勲裁可書」なども参考にした。
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判所判事に異動し、岸良も大検事の専任となる。中井は明治 9 年に工部権少丞、陸奥は明治
8 年に元老院議官、小松、伴は同年に裁判所判事、河津は同年に元老院権大書記官、和田も
少なくとも明治 10 年には工部省工作局判任官として、柳本も同年に兵庫県御用掛としてそ
れぞれ復活している。結局、征韓論政変に関係して下野し、民権運動に関わっていく岡本、林、
実業界に転じる渋沢、その後が不明の石黒の 4 名のみが、この段階で官から退いた。石黒を
除けば、それぞれ自身に理由があっての辞職である。
　明治 7 年から 8 年にかけては、正院の鈴木唯一、栗本貞二郎、安川繁成、左院の西岡逾明、
原忠順、内務省の古谷簡一、大蔵省の深沢勝興、日下義雄、宮内省の赤星研三、司法省の長
野文炳、平賀義質、外務省の矢野次郎、工部省の吉井亨、津田弘道、文部省の市川盛三郎、
馬込為助、萩原三圭の名前が表から消える。しかし実際には、西岡、長野、平賀、津田が裁
判所判事、赤星が東京大学四等教授、市川が開成学校教授、萩原が東京医学校教授に異動し、
鈴木は明治 14 年に文部省雇、栗本は明治 9 年に元老院御用掛、安川は同年に工部少丞、原
は明治 12 年に沖縄県大書記官、深沢は同年に内務省御用掛、日下は明治 9 年に正院 7 等出
仕として（明治 10 年にも再び名前が消えるが、少なくとも明治 12 年には太政官権少書記官
に就いている）、それぞれ復活する。古谷は病死であり、この段階で官を去ったのは、商法
講習所所長となった矢野、著述業に力を入れた吉井、その後が不明の馬込の 3 名であった。
　明治 8 年から 9 年にかけては、元老院の勝海舟、外務省の野村靖、大蔵省の馬渡俊邁、文
部省の三宅秀、畠山義成、工部省の伊東保義、香川真一、司法省の小原重哉、宮内省の森寺
常徳が表から姿を消すが、野村は神奈川県令、香川は大分権令、三宅は内務省御用掛などに
異動し、勝は明治 21 年に枢密顧問官、伊東は明治 11 年に外務省御用掛、小原は明治 10 年
に司法省御用掛として、それぞれ復活している。また馬渡と畠山は病死したから、この段階
で官から去ったのは、その後がよくわからない森寺のみである。
　明治 9 年から 10 年にかけては、元老院の由利公正、中江篤助、外務省の中山信彬、志賀親朋、
河瀬真孝、内務省の杉浦譲、村田文夫、山高信離、塩田真、関沢明清、武田昌次、岩田三蔵、
大蔵省の立嘉度、河北俊弼、川路寛堂、若山儀一、須藤時一郎、矢島作郎、文部省の小林儀
秀、工部省の大島高任、長野桂次郎、太田資政、竹田春風、小野友五郎、藤本盤蔵、司法省
の福原芳山、周布公平、宮内省の中山譲治が表に出てこなくなる。
　明治 10 年中に、中山信彬は太政官御用掛、山高、塩田、関沢は内務省御用掛、岩田は大
蔵省御用掛に任じられ、河北は歩兵少佐、小林は文部省雇、竹田は工部省少書記官になって
いる。由利は明治 18 年、河瀬は明治 12 年に元老院議官、武田は明治 11 年に内務省判任官、
若山は明治 14 年に太政官・農商務省権大書記官、大島は明治 13 年に工部省御用掛（明治
10 年に内国博覧会審査官にも任じられる）、長野は明治 11 年に開拓使御用掛、福原は明治
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判所判事に異動し、岸良も大検事の専任となる。中井は明治 9 年に工部権少丞、陸奥は明治
8 年に元老院議官、小松、伴は同年に裁判所判事、河津は同年に元老院権大書記官、和田も
少なくとも明治 10 年には工部省工作局判任官として、柳本も同年に兵庫県御用掛としてそ
れぞれ復活している。結局、征韓論政変に関係して下野し、民権運動に関わっていく岡本、林、
実業界に転じる渋沢、その後が不明の石黒の 4 名のみが、この段階で官から退いた。石黒を
除けば、それぞれ自身に理由があっての辞職である。
　明治 7 年から 8 年にかけては、正院の鈴木唯一、栗本貞二郎、安川繁成、左院の西岡逾明、
原忠順、内務省の古谷簡一、大蔵省の深沢勝興、日下義雄、宮内省の赤星研三、司法省の長
野文炳、平賀義質、外務省の矢野次郎、工部省の吉井亨、津田弘道、文部省の市川盛三郎、
馬込為助、萩原三圭の名前が表から消える。しかし実際には、西岡、長野、平賀、津田が裁
判所判事、赤星が東京大学四等教授、市川が開成学校教授、萩原が東京医学校教授に異動し、
鈴木は明治 14 年に文部省雇、栗本は明治 9 年に元老院御用掛、安川は同年に工部少丞、原
は明治 12 年に沖縄県大書記官、深沢は同年に内務省御用掛、日下は明治 9 年に正院 7 等出
仕として（明治 10 年にも再び名前が消えるが、少なくとも明治 12 年には太政官権少書記官
に就いている）、それぞれ復活する。古谷は病死であり、この段階で官を去ったのは、商法
講習所所長となった矢野、著述業に力を入れた吉井、その後が不明の馬込の 3 名であった。
　明治 8 年から 9 年にかけては、元老院の勝海舟、外務省の野村靖、大蔵省の馬渡俊邁、文
部省の三宅秀、畠山義成、工部省の伊東保義、香川真一、司法省の小原重哉、宮内省の森寺
常徳が表から姿を消すが、野村は神奈川県令、香川は大分権令、三宅は内務省御用掛などに
異動し、勝は明治 21 年に枢密顧問官、伊東は明治 11 年に外務省御用掛、小原は明治 10 年
に司法省御用掛として、それぞれ復活している。また馬渡と畠山は病死したから、この段階
で官から去ったのは、その後がよくわからない森寺のみである。
　明治 9 年から 10 年にかけては、元老院の由利公正、中江篤助、外務省の中山信彬、志賀親朋、
河瀬真孝、内務省の杉浦譲、村田文夫、山高信離、塩田真、関沢明清、武田昌次、岩田三蔵、
大蔵省の立嘉度、河北俊弼、川路寛堂、若山儀一、須藤時一郎、矢島作郎、文部省の小林儀
秀、工部省の大島高任、長野桂次郎、太田資政、竹田春風、小野友五郎、藤本盤蔵、司法省
の福原芳山、周布公平、宮内省の中山譲治が表に出てこなくなる。
　明治 10 年中に、中山信彬は太政官御用掛、山高、塩田、関沢は内務省御用掛、岩田は大
蔵省御用掛に任じられ、河北は歩兵少佐、小林は文部省雇、竹田は工部省少書記官になって
いる。由利は明治 18 年、河瀬は明治 12 年に元老院議官、武田は明治 11 年に内務省判任官、
若山は明治 14 年に太政官・農商務省権大書記官、大島は明治 13 年に工部省御用掛（明治
10 年に内国博覧会審査官にも任じられる）、長野は明治 11 年に開拓使御用掛、福原は明治
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11 年に裁判所判事、周布は同年に法制局御用掛として、それぞれ復帰している。杉浦、藤
本は病死であった。
　従って、中江、志賀、村田、立、川路、須藤、矢島、太田、小野、中山譲治の 10 名がこ
の段階で官を去った。これまでに比べて多数である。中江のように依願免官の例もあるが、
その多くは上述した明治 10 年の官制改革で、自身の就いていた官職が廃止となり、そのま
ま新たな官職に任じられなかったから、事実上の免官に近かった。その後は、中江、村田、
須藤が民権運動や政党活動などに関わっていき、立、矢島が実業界で活躍する。志賀、中山
は在野で国際交流に関わったとされ、小野は余生で製塩業に従事し、太田はその後がわから
ない。
　免官者の動向を見るとき、確かに完全に官を離れた洋行官僚数は合計で 18 名に過ぎない
から、洋行官僚の価値は政府内で高かったという、上述してきた内容と整合的である。その
中には、自発的に辞職した者も複数含まれていたことも踏まえれば、なおさらであろう。
　ただし、同じような対象を調査した結果として明治 3 年の洋行官僚は明治 5 年まで全員在
籍していたということを踏まえれば、免官者が複数出ていること自体、その価値がかつてほ
どではなくなったことも同時に示している。また一度免官となりその後復活した洋行官僚も、
それまでと同じような官職に再任されていないことがほとんどで、和田や武田のように判任
官に降格となったり、復活しても短期間で再度辞職する洋行官僚も存在したりしていること
と併せ、やはり彼らの価値が零年代前半ほどには貴重でなくなったことを窺わせる。これは、
洋行経験者数が全体として増加し、個々のレベルで価値が減じたこと、各省の政策の方向性
が定まる中で、海外に行ったこと自体を無条件に重要視する段階を脱して、海外で何を学ん
できたのかといった、個々の力量や能力が問われる段階に達していたことも示すものであろ
う。
5 ．むすび
　以上、明治零年代後半における洋行官僚について、その人名を抽出しつつ、人数や割合の
変化を明らかにし、それらに対して考察を加えてきた。
　まず、洋行官僚は、各組織で差はあるものの、全体として増加する傾向にあることが確認
できた。人数は、地租軽減に伴う官制改革の関係で明治 10 年に減少していたが、割合とし
ては、増加の一途だった。そのことは、洋行官僚の中に含まれる留学経験官僚にも当てはまっ
た。すなわち、政府全体として洋行官僚を重視し、西洋を念頭に置いた近代化政策を推進す
る人材としてある程度確保できていたことが明らかとなった。もっとも、洋行経験者の数自
体は増え続け、彼らの希少性という点では、明治零年代前半に比べれば少し減じ、結果とし
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て免官者も複数見られていた。
　次に、洋行官僚について組織毎の特徴も判明した。すなわち、外務省が人数、割合とも大
きく、人数では工部省、内務省がこれに次ぎ、割合では法制局や文部省がこれに続いた。明
治 10 年段階では、外務、文部、工部、司法の 4 省において、その半数以上が洋行官僚で占
められ、法制局に至っては 7 割近くが洋行官僚となった。加えて、開拓使など人数・割合と
も少ない組織も存在したが、それでもその数値は増加傾向を示しており、洋行官僚が全組織
に広まっていたことも確認できた。結果的に、これまで洋行官僚数で他を圧倒してきた工部
省などは、お雇い外国人数の減少と併せて、高い西洋性が政策決定の武器になりにくくなっ
たと見ることもできる。洋行官僚の動向は、各組織の政策決定過程に変化をもたらす可能性
も多分に秘めていた。
　最後に、留学経験官僚が増加したことも明らかになった。当該期、官僚制は試験採用では
なく情実任用であり、一般にはその能力が不足していると見られるのかもしれない。しかし
実際には、西洋諸国において本格的に政策知識を習得して帰国し採用される官僚も増えてお
り、明治 10 年段階ではその割合が 20％を超えていた以上、一定程度能力を考慮した人材が
登用され、官僚制が形成されていたことを指摘することもできるだろう。
　なお、引き続き、洋行時期や洋行先、留学内容、出身などを考慮しながら、上記データを
充実させつつ分析したり、明治零年代前半のデータも併せて零年代を通して検討したり、明
治 10 年代についても同様の調査をして考察を加えたりすることで、当時における洋行官僚
の実態のさらなる解明やその評価、さらには官僚制形成における位置づけ、などを進めるこ
とが必要であり、今後の課題としたい。
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